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(57)【要約】
　本発明は、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料、及び少なくとも１種の
布地ケア成分を、適合する媒体中に含む布地ケア組成物に関する。また、布地ケア組成物
を調製するプロセス、及びその布地ケア組成物の使用も開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ．縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料と、
　ｉｉ．少なくとも１種の布地ケア成分と、を
　ｉｉｉ．任意選択で、適合する媒体中に、含む布地ケア組成物であって、
　前記縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料が、
　　（ｉ）１分子当たり少なくとも１個、典型的には少なくとも２個の加水分解性基及び
／又はヒドロキシル官能基を有する、少なくとも１個の縮合硬化性シリル末端ポリマーと
、
　　（ｉｉ）少なくとも２個の加水分解性基を有するシラン、並びに／又は、少なくとも
２個のシリル基を有するシリル官能性分子であって、各シリル基が少なくとも１個の加水
分解性基を含有するシリル官能性分子から選択される架橋剤と、
　　（ｉｉｉ）ヒドロキシル基の加水分解性基に対するモル比が、モノシラン架橋剤を使
用すると０．４：１～２：１であり、又はジシリル架橋剤を使用すると０．２：１～１０
：１であり、並びにＭ－ＯＲ官能基（Ｍはチタン又はジルコニウムである）の前記ヒドロ
キシル基に対するモル比は、０．０１：１～０．６：１に含まれることを特徴とする、チ
タネート又はジルコネートの群から選択される縮合触媒と、
　　（ｉｖ）任意選択の希釈剤と、
　の反応生成物である、布地ケア組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１種の布地ケア成分が充填剤とは異なる、請求項１に記載の布地ケア組
成物。
【請求項３】
　前記縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料が、純粋な形態、希釈形態、又
はエマルジョン形態である、請求項１又は２に記載の布地ケア組成物。
【請求項４】
　前記布地ケア成分が、界面活性剤などの表面活性材料、又は洗剤若しくは乳化剤、増粘
剤、水相安定化剤、ｐＨ調整剤、防腐剤及び殺生物剤、タンパク質若しくはアミノ酸及び
その誘導体、顔料、着色剤、シリコーンコンディショニング剤、カチオン性コンディショ
ニング剤、ノニオン性コンディショニング剤、疎水性コンディショニング剤、ＵＶ吸収剤
、日焼け止め剤、染料、芳香剤又は香料、酸化防止剤、汚れ落とし剤、酸化剤、還元剤、
噴射剤ガス、分散助剤、無機塩、抗菌剤、抗真菌剤、漂白剤、金属イオン封鎖剤、酵素、
希釈剤、起泡防止化合物、ビルダー、研磨剤、布地柔軟剤、光学的光沢剤、汚れ懸濁剤、
分散剤、移染防止剤、染料封鎖剤、色定着剤、再付着防止剤、脂肪アルコール、カラーケ
ア添加剤、アイロン掛け剤、懸濁剤並びにこれらの混合物から選択される、請求項１～３
のいずれか一項に記載の布地ケア組成物。
【請求項５】
　前記布地ケア成分が、カチオン性コンディショニング剤、ノニオン性コンディショニン
グ剤、疎水性コンディショニング剤及びこれらの混合物から選択される、請求項１～４の
いずれか一項に記載の布地ケア組成物。
【請求項６】
　液体、ペースト、ランドリーバー、顆粒形態、クリーム、ゲル、フォーム、スプレー又
はエアロゾルの形態である、請求項１～５のいずれか一項に記載の布地ケア組成物。
【請求項７】
　Ｉ）
　　Ａ）１００重量部の、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料と、
　　Ｂ）０．１～５０重量部の界面活性剤と、
　を含む混合物を形成することと、
　ＩＩ）十分な量の水と前記工程Ｉ）の混合物とを混合してエマルジョンを形成すること
と、
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　ＩＩＩ）任意選択で、更に前記エマルジョンを剪断混合し、かつ／又は前記エマルジョ
ンを連続相で希釈することと、
　によりエマルジョンを調製するプロセス。
【請求項８】
　請求項１～６に記載の布地ケア組成物を、調製するプロセスであって、
　ｉ．シリコーン系材料と、
　ｉｉ．少なくとも１種の布地ケア成分と、を
　ｉｉｉ．任意選択で、適合する媒体の存在下で、混合する工程
　を含む、プロセス。
【請求項９】
　布地基材及び繊維を洗浄するプロセスであって、
　ｉ．シリコーン系材料を、少なくとも１種の布地ケア成分と、任意選択で、適合する媒
体の存在下で、混合する工程と、
　ｉｉ．前記混合物を、前記布地基材及び繊維に塗布する工程と；
　ｉｉｉ．任意選択で前記混合物を前記布地基材及び繊維の上で放置する工程と；
　ｉｖ．任意選択で前記布地基材及び繊維をすすぐ工程と、
　を含む、プロセス。
【請求項１０】
　布地基材及び繊維のコンディショニングを行うプロセスであって、
　ｉ．シリコーン系材料を、少なくとも１種の布地ケア成分と、任意選択で、適合する媒
体の存在下で、混合する工程と、
　ｉｉ．前記混合物を、前記布地基材及び繊維に塗布する工程と；
　ｉｉｉ．任意選択で前記混合物を前記布地基材及び繊維の上で放置する工程と；
　ｉｖ．任意選択で前記布地基材及び繊維をすすぐ工程と、
　を含む、プロセス。
【請求項１１】
　布地基材及び繊維をケアするための、請求項１～６に記載の布地ケア組成物の、使用。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本発明は、２０１６年８月３日に出願された英国特許出願第１６１３３９９．３号、及
び２０１７年２月６日に出願された英国特許出願第１７０１９１５．９号からの優先権を
主張する。
【０００２】
　本開示は、適合する媒体中に、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料、及
び少なくとも１種の布地ケア成分を含む布地ケア組成物に関する。また、布地ケア組成物
を調製するプロセス、及びその布地ケア組成物の使用も開示される。
【０００３】
　様々な種類のシリコーン材料を、様々な反応系を使用して調製することができる。シリ
コーン材料の例としては、少なくとも直鎖ポリマー、分枝状ポリマー、エラストマー系ポ
リマー、ガム、樹脂性構造体が挙げられる。これらのシリコーン材料は、ポリマー構造、
粘度又は稠度、及び、一般的な多くの性質（例えば硬度、流動性、粘着性、相溶性）が異
なる。
【０００４】
　広範な種類のシリコーン材料を作製するための様々な反応機構が存在する。例としては
、ビニル官能性ポリマー、Ｓｉ－Ｈ基を有するオリゴマー、及び金属錯体触媒（例えば白
金（Ｐｔ））を利用するヒドロシリル化硬化又は付加硬化、高温で分解する有機過酸化物
により生成されるフリーラジカルを利用し架橋反応を開始する過酸化物硬化又はフリーラ
ジカル硬化、及び縮合硬化が挙げられる。
【０００５】
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　シリコーン材料には、柔軟化、アイロン掛けの容易さなどの布地に対する感覚的利点の
ための、布地ケア用途における使用が見出される。
【０００６】
　布地基材のケアを提供するシリコーン材料が、継続的に必要とされている。
【０００７】
　本発明は、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料を含む布地ケア組成物に
関する。特に、本開示は、適合する媒体中に、縮合硬化化学反応により硬化したシリコー
ン系材料、及び少なくとも１種の布地ケア成分を含む布地ケア組成物に関する。縮合硬化
化学反応により硬化したシリコーン系材料は、
　（ｉ）１分子当たり少なくとも１個、典型的には少なくとも２個の加水分解性基及び／
又はヒドロキシル官能基を有する、少なくとも１個の縮合硬化性シリル末端ポリマーと、
　（ｉｉ）少なくとも２個の加水分解性基を有するシラン、並びに／又は、少なくとも２
個のシリル基を有するシリル官能性分子であって、各シリル基が少なくとも１個の加水分
解性基を含有するシリル官能性分子から選択される架橋剤と、
　（ｉｉｉ）ヒドロキシル基の加水分解性基に対するモル比が、モノシラン架橋剤を使用
すると０．４：１～２：１であり、又はジシリル架橋剤を使用すると０．２：１～１０：
１であり、Ｍ－ＯＲ官能基（Ｍはチタン又はジルコニウムである）のヒドロキシル基に対
するモル比が０．０１：１及び０．６：１に含まれることを特徴とする、チタネート又は
ジルコネートの群から選択される縮合触媒と、の縮合反応生成物である。
【０００８】
　縮合硬化シリコーン材料は通常、ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０－０５（２０１０）に従った０
０型スケールにおいて、Ｓｈｏｒｅ８０を下回る硬度を示す。００スケールにおいて０を
下回るＳｈｏｒｅの硬度を有する生成物（すなわち軟質材料）もまた得ることができる。
このような材料の硬度は通常、硬度計で補助して測定される。縮合硬化材料は、液体（流
動性）形態、すなわち重力のみの影響下にて数分で（６０分未満で）、１つの容器から別
の容器に流し込むことができる材料の形態であることもまたできる。場合によっては、材
料は、通常流し込みはできないが「ポンプ汲み上げ」可能な粘稠ペーストであってよい、
すなわち、ポンプデバイスにより１つの容器（ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ）から別の容器に移動
させることができる。
【０００９】
　縮合硬化化学反応により硬化した本発明のシリコーン系材料は、様々な弾性を有する流
動性ポリマーから、異なる硬度を有するゲルまで、異なる粘度／稠度を有し得る。これら
の材料は、布地ケア用途で使用することができ、シャンプーに存在する場合はコンディシ
ョニングの利点を、リーブインコンディショナーに存在する場合はホールドを、スキンケ
アクリームに存在する場合は滑らかな肌触りを、日焼け止めクリームに存在する場合はＳ
ＰＦの増加をもたらす。
【００１０】
　用語「シラノール」、「ヒドロキシシリル」、「ヒドロキシル」、「ＳｉＯＨ」は本発
明の範囲内で同じ意味で用いられ得、少なくとも１個のヒドロキシル官能基を有する、ポ
リマーの縮合硬化性シリル末端基を示す。
【００１１】
　用語「アルコキシ」、「加水分解性」、「ＳｉＯＲ」は本発明の範囲内で同じ意味で用
いられ得、少なくとも１個の加水分解性官能基を有する、ポリマーの縮合硬化性シリル末
端基を示す。
【００１２】
　用語「比ＳｉＯＨ／ＳｉＯＲ」、「ヒドロキシル基の加水分解性基に対する比」、「比
シラノール／アルコキシ基」は、本発明の範囲内で同じ意味で用いられ得る。
【００１３】
　分子量とポリジメチルシロキサンの粘度との関係は科学文献、例えば少なくともＭｉｌ
ｌｓ，Ｅ．，Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｊｏｕｒｎａｌ，１９６９，ｖｏｌ．
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５，ｐ．６７５～６９５に記載されている。この記事で公開されている式を使用して、ポ
リマーの重量平均分子量（Ｍｗ）を、およそ１０％の精度で近似的に計算することができ
る。縮合重合に関して、多分散指数（ＰＩ）は比Ｍｗ／Ｍｎであり、約２である。この関
係から、数平均分子量（Ｍｎ）を計算することができる。
【００１４】
　シリコーンのＭｎ及びＭｗは、ゲル透過クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によってもまた
、約１０～１５％の精度で測定することができる。この技法は標準的技法であり、Ｍｗ（
重量平均）、Ｍｎ（数平均）及び多分散指数（ＰＩ）［ここで、ＰＩ＝Ｍｗ／Ｍｎ］の値
が得られる。
【００１５】
　本出願で提供されるＭｎ値は、ＧＰＣによって決定され、使用されるポリマーの典型値
を表す。ＧＰＣによって提供されない場合、Ｍｎは、上記ポリマーの絶対粘度に基づく計
算から得られてもよい。
【００１６】
　例えば、ヒドロキシジメチルシリル末端ポリジメチルシロキサン１００ｇ当たりのシラ
ノール含量は、以下の式を使用して、ポリマーの数平均分子量（Ｍｎ）を用いて測定する
ことができる。
　　ＳｉＯＨ含量（ｍｍｏｌ／ポリマー１００ｇ）＝２×１００×１０００／Ｍｎ
　（式中、１００はグラムでの量であり、１０００はｍｍｏｌである）
【００１７】
　同様に、５６，０００ｍＰａ．ｓの、トリアルコキシシリル末端ポリジメチルシロキサ
ン１００ｇ当たりのＳｉＯＲ含量（ｍｍｏｌ）は、以下の式を使用して、ポリマーの数平
均分子量（Ｍｎ）を用いて測定することができる。
　　ＳｉＯＲ含量（ｍｍｏｌ／ポリマー１００ｇ）＝Ｆ×１００×１０００／Ｍｎ
　式中、Ｆはポリマー中に存在するアルコキシ官能基（ＳｉＯＲ）の数を表す、すなわち
、６はヘキサアルコキシ官能性ポリマーである（そして式中１００はグラムでの量であり
、１０００はｍｍｏｌである）。
【００１８】
　非ポリマー分子に関しては、以下の式を使用することができる。
　　ＳｉＯＲ含量（ｍｍｏｌ／ポリマー１００ｇ）＝Ｆ×１００×１０００／ＭＷ
　式中、Ｆは分子内に存在するアルコキシ官能基を表し、ＭＷは分子の分子量である（そ
して式中、１００はグラムでの量であり、１０００はｍｍｏｌである）。
【００１９】
　ポリマーに関係するシラノールモル含量は、ポリマー中に存在するヒドロキシル官能基
の平均数で乗じたポリマーの数平均分子量により除した、混合生成物１００ｇ中の、ヒド
ロキシル末端ポリマーの量（ｇ）、通常２に等しい。配合物中にいくつかのヒドロキシル
官能性ポリマーが存在する場合、各ポリマーのモル含量の合計を計算することで、配合物
中における合計のシラノールモル含量が構成される。合計のシラノールモル含量を、混合
配合物１００ｇに対して計算する。
【００２０】
　物質に関係するアルコキシモル含量は、分子の分子量により除した、混合生成物１００
ｇ中のアルコキシ官能性分子の量（ｇ）、又は、分子内に存在するアルコキシ官能基の平
均数で乗じたポリマーアルコキシ官能性分子である場合、数平均分子量に等しい。各分子
又はポリマーのモル含量の合計を計算することで、配合物中における合計のアルコキシモ
ル含量が構成される。合計のアルコキシモル含量を、混合配合物１００ｇに対して計算す
る。
【００２１】
　次に、シラノールのアルコキシに対するモル比を、合計のシラノールモル含量を合計の
アルコキシモル含量で除することにより計算する。
【００２２】
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　ポリマー（ｉ）は、少なくとも１種の、又はあるいは水分硬化性／縮合硬化性のシリル
末端ポリマーである。ポリジアルキルシロキサン、アルキルフェニルシロキサン、又はシ
リル末端基を有する有機系ポリマー、例えばシリルポリエーテル、シリルアクリレート及
びシリル末端ポリイソブチレン又は上記のいずれかのコポリマーを含む、任意の好適な水
分／縮合硬化性シリル末端ポリマーを使用することができる。ポリマー（ｉ）は、それぞ
れ少なくとも１個の加水分解性基を有する、少なくとも２個のヒドロキシル基若しくは加
水分解性基を含有するポリシロキサン系ポリマー、及び／又はシリル末端基を有する有機
系ポリマーから選択することができる。
【００２３】
　ポリマー（ｉ）は、少なくとも２個のヒドロキシル又は加水分解性基を含有するポリシ
ロキサン系ポリマーであってよい、あるいは、ポリマーは末端ヒドロキシル又は加水分解
性基を含む。
【００２４】
　好適なヒドロキシル又は加水分解性基の例としては、－Ｓｉ（ＯＨ）３、－（Ｒａ）Ｓ
ｉ（ＯＨ）２、－（Ｒａ）２Ｓｉ（ＯＨ）、－ＲａＳｉ（ＯＲｂ）２、－Ｓｉ（ＯＲｂ）

３、－Ｒａ
２ＳｉＯＲｂ、又は－（Ｒａ）２Ｓｉ－Ｒｃ－ＳｉＲｄ

ｋ（ＯＲｂ）３－ｋ［
式中、各Ｒａは独立して、一価のヒドロカルビル基、例えば、特に１～８個の炭素原子を
有するアルキル基を表し、各Ｒｂ及びＲｄ基は、独立して、アルキル基又はアルコキシ基
であり、ここで、アルキル基は好適には最大６個の炭素原子を有し、Ｒｃは、最大６個の
ケイ素原子を有する１つ以上のシロキサンスペーサーにより中断されてよい二価の炭化水
素基であり、ｋは値０、１、又は２を有する。］が挙げられる。
【００２５】
　ポリマー（ｉ）は、一般式（１）
　　Ｘ３－Ａ－Ｘ１　（１）
　［式中、Ｘ３及びＸ１は、末端が水酸基又は加水分解性基であるシロキサン基から独立
して選択され、Ａは、シロキサン含有ポリマー鎖である。）を有する。］のものであって
もよい。
【００２６】
　ヒドロキシル末端基又は加水分解性基Ｘ３又はＸ１の例としては、
　　－Ｓｉ（ＯＨ）３、－（Ｒａ）Ｓｉ（ＯＨ）２、－（Ｒａ）２Ｓｉ（ＯＨ）、－（Ｒ
ａ）Ｓｉ（ＯＲｂ）２、－Ｓｉ（ＯＲｂ）３、－（Ｒａ）２ＳｉＯＲｂ又は－（Ｒａ）２

Ｓｉ－Ｒｃ－Ｓｉ（Ｒｄ）ｐ（ＯＲｂ）３－ｐが挙げられ、上記で定義されたとおり、各
Ｒｂ基は、存在する場合、典型的にメチル基である。Ｘ３及び／又はＸ１末端基は、ヒド
ロキシジアルキルシリル基（例えばヒドロキシジメチルシリル基）、又は、アルコキシジ
アルキルシリル基（例えば、メトキシジメチルシリル若しくはエトキシジメチルシリル）
であってよい。
【００２７】
　式（１）のポリマー鎖Ａ内における好適なシロキサン基の例は、ポリジオルガノシロキ
サン鎖を含むものである。したがって、ポリマー鎖Ａは式（２）
　　－（Ｒ５

ｓＳｉＯ（４－ｓ）／２）－　（２）
　［式中、各Ｒ５は独立して、１～１０個の炭素原子を有するヒドロカルビル基などの有
機基であり、任意選択で塩素又はフッ素などの１つ以上のハロゲン基で置換されており、
ｓは、０、１、又は２である。］のシロキサン単位を含んでもよい。基Ｒ５の具体例とし
ては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基、シクロヘキシル基、フェ
ニル基、トリル基、塩素又はフッ素で置換されたプロピル基、例えば３，３，３－トリフ
ルオロプロピル、クロロフェニル、β－（ペルフルオロブチル）エチル若しくはクロロシ
クロヘキシル基が挙げられる。好適には、少なくともいくつか、又はほぼ全ての基Ｒ５は
メチルである。
【００２８】
　本出願の目的で、「置換された」とは、炭化水素基中の１個以上の水素原子が別の置換



(7) JP 2019-526001 A 2019.9.12

10

20

30

40

50

基で置き換えられていることを意味する。このような置換基の例としては、塩素、フッ素
、臭素及びヨウ素などのハロゲン原子；クロロメチル、パーフルオロブチル、トリフルオ
ロエチル、及びノナフルオロヘキシルなどのハロゲン原子含有基；酸素原子；（メタ）ア
クリル及びカルボキシルなどの酸素原子含有基；窒素原子；アミノ官能基、アミド官能基
、及びシアノ官能基などの窒素原子含有基；硫黄原子；並びにメルカプト基などの硫黄原
子含有基が挙げられるが、これらに限定されない。
【００２９】
　典型的には、上記の種類のポリマーの粘度は、コーンプレートを使用するＢｒｏｏｋｆ
ｉｅｌｄコーンプレート粘度計（ＲＶ　ＤＩＩＩ）の使用によって測定して、２５℃で、
１，０００～３００，０００ｍＰａ．ｓ、あるいは１，０００～１００，０００ｍＰａ．
ｓのオーダーである。
【００３０】
　式（２）の単位を含有する典型的なポリマー（ｉ）はそれ故、上記のとおりの湿気を使
用して加水分解可能な、末端のケイ素結合ヒドロキシル基、又は末端のケイ素結合有機基
を有するポリジオルガノシロキサンである。ポリジオルガノシロキサンはホモポリマーで
あってもコポリマーであってよい。末端縮合性基を有する異なるポリジオルガノシロキサ
ンの混合物もまた好適である。
【００３１】
　あるいは、ポリマー（ｉ）は、それぞれが少なくとも１個の加水分解性基を有するシリ
ル末端基を有する、有機系ポリマーであってよい。典型的なシリル末端基としては、シリ
ルポリエーテル、シリルアクリレート、及びシリル末端ポリイソブチレンが挙げられる。
【００３２】
　シリルポリエーテルの場合、ポリマー鎖はポリオキシアルキレン系単位（有機）をベー
スにする。このようなポリオキシアルキレン単位は、平均式（－ＣｎＨ２ｎ－Ｏ－）ｍ［
式中、ｎは２～４を含む整数であり、ｍは少なくとも４の整数である。］により示される
、反復オキシアルキレン単位の（－ＣｎＨ２ｎ－Ｏ－）からなる、直鎖が主となるオキシ
アルキレンポリマーを含むのが好ましい。各ポリオキシアルキレンポリマーブロックの平
均分子量は、約３００～約１０，０００の範囲であってよいが、より高い分子量であって
もよい。更に、オキシアルキレン単位は、ポリオキシアルキレンモノマー全体にわたって
必ずしも同一でなく、単位ごとに異なっていてもよい。ポリオキシアルキレンブロックは
、例えば、オキシエチレン単位（－Ｃ２Ｈ４－Ｏ－）、オキシプロピレン単位（－Ｃ３Ｈ

６－Ｏ－）、若しくはオキシブチレン単位（－Ｃ４Ｈ８－Ｏ－）、又はこれらの混合物か
ら構成され得る。
【００３３】
　他のポリオキシアルキレン単位としては、例えば、構造の単位
　　－［－Ｒｅ－Ｏ－（－Ｒｆ－Ｏ－）ｐ－Ｐｎ－ＣＲｇ

２－Ｐｎ－Ｏ－（－Ｒｆ－Ｏ－
）ｑ－Ｒｅ］－
　［式中、Ｐｎは１，４－フェニレン基であり、Ｒｅはそれぞれ同一であるか又は異なり
、２～８個の炭素原子を有する二価の炭化水素基であり、Ｒｆはそれぞれ同一であるか又
は異なり、エチレン基又はプロピレン基であり、Ｒｇはそれぞれ同一であるか又は異なり
、水素原子又はメチル基であり、下付き文字ｐ及びｑのそれぞれは３～３０の範囲の正の
整数である。］を挙げることができる。
【００３４】
　分子内に有機脱離基を含有し得る、ポリマー（ｉ）の有機部分の主鎖は特に限定されず
、様々な主鎖を有する有機ポリマーのいずれかであってよい。得られる組成物が優れた硬
化性を有するため、主鎖は、水素原子、炭素原子、窒素原子、酸素原子、及び硫黄原子か
ら選択される少なくとも１つを含んでよい。
【００３５】
　使用することができる架橋剤（ｉｉ）は一般に、
　　１分子団当たり少なくとも２個の加水分解性基、あるいは少なくとも３個の加水分解
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性基を有するシラン、及び／又は
　　少なくとも２個のシリル基を有するシリル官能性分子であって、各シリル基が少なく
とも１個の加水分解性基を含有するシリル官能性分子
　を水分硬化する。
【００３６】
　通常、架橋剤は、１分子当たり最低２個、好ましくは３個以上の加水分解性基を必要と
する。いくつかの例において、２個の加水分解性基を有する架橋剤（ｉｉ）は鎖延長剤と
考えることができる。したがって、架橋剤（ｉｉ）は、オルガノポリシロキサンポリマー
（ｉ）中の縮合性基に対して反応性である、１分子当たり２個、あるいは３個又は４個の
ケイ素結合縮合性基（好ましくはヒドロキシル及び／又は加水分解性基）を有してよい。
【００３７】
　本明細書の開示の目的のために、モノシラン架橋剤とは、少なくとも２個の加水分解性
基を含有する、１個のシリル官能基を含有する分子を意味するものとして理解されなけれ
ばならない。
【００３８】
　本明細書の開示の目的のために、ジシリル官能性分子とは、２個のシリル基を含有する
シリル官能性分子であって、各シリル基が少なくとも１個の加水分解性基を含有する、シ
リル官能性分子である。ジシリル官能性分子は、それぞれ少なくとも１個の加水分解性基
を有する２個のケイ素原子を含み、ケイ素原子は有機スペーサー又はシロキサンスペーサ
ーにより分離されている。典型的に、ジシリル官能性分子上のシリル基は、末端基であっ
てよい。スペーサーは、ポリマー鎖であってもよい。
【００３９】
　本明細書の開示の目的で、ジシランは、少なくとも２個のシリル基を有し、その２個の
ケイ素原子が互いに結合したシリル官能性分子である。
【００４０】
　シリル基上の加水分解性基としては、アシルオキシ基（例えば、アセトキシ、オクタノ
イルオキシ、及びベンゾイルオキシ基）；ケトキシミノ基（例えば、ジメチルケトキシモ
（ｋｅｔｏｘｉｍｏ）及びイソブチルケトキシミノ（ｉｓｏｂｕｔｙｌｋｅｔｏｘｉｍｉ
ｎｏ））；アルコキシ基（例えばメトキシ、エトキシ、及びプロポキシ）、並びにアルケ
ニルオキシ基（例えば、イソプロペニルオキシ及び１－エチル－２－メチルビニルオキシ
）が挙げられる。場合によっては、加水分解性基はヒドロキシル基を含んでもよい。
【００４１】
　モノシラン架橋剤（ｉｉ）としては、アルコキシ官能性シラン、オキシモシラン、アセ
トキシシラン、アセトンオキシムシラン、エノキシシランが挙げられる。
【００４２】
　架橋剤がシランであり、かつ、当該シランが１分子当たり３個のケイ素結合加水分解性
基を有する場合、第４の基は、好適には非加水分解性ケイ素結合有機基である。これらの
ケイ素結合有機基は、好適には、任意選択でフッ素及び塩素などのハロゲンによって置換
されたヒドロカルビル基である。このような第４の基の例としては、アルキル基（例えば
、メチル、エチル、プロピル、及びブチル）；シクロアルキル基（例えば、シクロペンチ
ル及びシクロヘキシル）；アルケニル基（例えば、ビニル及びアリル）；アリール基（例
えば、フェニル、及びトリル）；アラルキル基（例えば、２－フェニルエチル）並びに前
述の有機基中の水素の全部又は一部をハロゲンで置き換えることにより得られた基が挙げ
られる。第４のケイ素結合有機基は、メチルであってもよい。
【００４３】
　典型的なモノシランは、式（３）によって表すことができ、
　　Ｒ”４－ｒＳｉ（ＯＲ５）ｒ（３）
　［式中、Ｒ５は、上記のとおりであり、ｒは２、３又は４の値を有する］によって記載
することができる。典型的なシランは、Ｒ”がメチル、エチル又はビニル又はイソブチル
を表すものである。Ｒ”は、直鎖及び分枝状のアルキル、アリル、フェニル及び置換フェ
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ニル、アセトキシ、オキシムから選択される有機基である。場合によっては、Ｒ５はメチ
ル又はエチルを表し、ｒは３である。
【００４４】
　別の種類の好適な架橋剤（ｉｉ）は、Ｓｉ（ＯＲ５）４［式中、Ｒ５は上記のとおり、
あるいはプロピル、エチル又はメチルである］の種類の分子である。Ｓｉ（ＯＲ５）４の
部分縮合体も考えられる。
【００４５】
　一実施形態では、架橋剤（ｉｉ）は、それぞれ少なくとも１個、そして最大３個の加水
分解性基を有する少なくとも２個のシリル基を有する、あるいは、各シリル基が少なくと
も２個の加水分解性基を有する、シリル官能性分子である。
【００４６】
　架橋剤（ｉｉ）はジシリル官能性ポリマー、すなわち、２個のシリル基を含有し、それ
ぞれが式（４）
　　Ｓｉ（ＯＲ７）ｙＲｖＳｉ（ＯＲ７）ｚ（４）
　［式中、ｙ及びｚは独立して、１、２、又は３、あるいは２又は３の整数である。］に
より表されるものなどの、少なくとも１個の加水分解性基を含有する、２個のシリル基を
含有するポリマーであってもよい。Ｒｖは有機又はポリシロキサン系断片である。
【００４７】
　ジシリル官能性架橋剤（ｉｉ）は、シロキサン、又は有機ポリマー主鎖を有してよい。
そのようなシロキサン又は有機系架橋剤の場合、分子構造は、直鎖状、分枝状、環状又は
巨大分子であり得る。好適なポリマー架橋剤（ｉｉ）は、上記式（１）で示されるポリマ
ー鎖Ａと類似のポリマー主鎖化学構造を有してもよい。
【００４８】
　アルコキシ官能性末端基を有するシリコーン又は有機ポリマー鎖を含有する、ジシリル
ポリマー架橋剤（ｉｉ）の例としては、１，６－ビス（トリメトキシシリル）ヘキサン（
あるいは、ヘキサメトキシジシリルヘキサン、ＨＭＳＨとしても知られている）、少なく
とも１個のトリアルコキシ末端を有するポリジメチルシロキサンが挙げられ、アルコキシ
基はメトキシ又はエトキシ基であり得る。
【００４９】
　ジシリルポリマー架橋剤（ｉｉ）の更なる例は、一般式（５）
　　Ｗ－Ｂ－Ｗ（５）
　［式中、
　　Ｗは、－Ｓｉ（Ｒ８）２－（Ｄ）ｆ－Ｒ９－ＳｉＲ８

ｔ（ＯＲ１２）３－ｔであり、
　　Ｄは、－Ｒ９－（Ｓｉ（Ｒ８）２－Ｏ）ｈ－Ｓｉ（Ｒ８）２－であり、
　　Ｒ８は、１～６個の炭素原子を有するアルキル基、ビニル基若しくはフェニル基、又
はフッ素化アルキルを表し、
　　Ｒ９は二価の炭化水素基であり、
　　ｈは１～６の整数であり、
　　ｆは０又は整数であり、
　　Ｒ１２は、アルキル又はアルコキシ基（アルキル基は６個以下の炭素原子を有する）
であり、
　　ｔは値０、１、又は２を有し、
　Ｂは、有機系又はポリシロキサン系のいずれかであることができる、任意選択で最大５
％の分枝を有する、実質的に直鎖状の主鎖を表す。］により表され得る。
【００５０】
　典型的な有機主鎖Ｂは、ポリエーテルである。典型的なシロキサン系主鎖Ｂは、－［Ｓ
ｉＯ（４－ｊ）／２（Ｒ１）ｊ］ｗ－［式中、ｗは５０～５０００の整数であり、ｊは平
均して１．９～２であり、Ｒ１は、１～１０個の炭素原子（あるいは１～４個の炭素原子
）の一価のアルキル基、又は、全て１８個未満の炭素原子を有する、一価のハロ炭化水素
基、シアノアルキル基から選択される。］である。
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【００５１】
　場合によっては、Ｒ８はメチルであり、Ｒ９はメチレン基又はエチレン基のいずれかで
あり、ｔは０又は１であり、Ｒ１２はメチル基又はエチル基である。場合によっては、少
なくとも１個のＷ基は、－Ｓｉ（Ｒ８）２－（Ｄ）ｆ－Ｒ９－ＳｉＲ８

ｔ（ＯＲ１２）３

－ｔ基である。ほんの一部のＷ基は、Ｓｉ（アルキル）３－基［式中、アルキル基はメチ
ル基であるのが好ましい。］であってよい。
【００５２】
　したがって、架橋剤（ｉｉ）としては、メチルトリメトキシシラン（ＭＴＭ）及びメチ
ルトリエトキシシランなどのアルキルトリアルコキシシラン、テトラエトキシシラン、部
分縮合テトラエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン及びビニルトリエトキシシラン
などのアルケニルトリアルコキシシラン、イソブチルトリメトキシシラン（ｉＢＴＭ）が
挙げられる。その他の好適なシランとしては、エチルトリメトキシシラン、ビニルトリエ
トキシシラン、フェニルトリメトキシシラン、アルコキシトリオキシモシラン、アルケニ
ルトリオキシモシラン、３，３，３－トリフルオロプロピルトリメトキシシラン、メチル
トリアセトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、エチルトリアセトキシシラン、ジ
－ブトキシジアセトキシシラン、フェニル－トリプロピオノキシシラン、メチルトリス（
メチルエチルケトキシモ）シラン、ビニル－トリス－メチルエチルケトキシモ）シラン、
メチルトリス（メチルエチルケトキシイミノ）シラン、メチルトリス（イソプロペノキシ
）シラン、ビニルトリス（イソプロペノキシ）シラン、エチルポリシリケート、ｎ－プロ
ピルオルトシリケート、エチルオルトシリケート、ジメチルテトラアセトキシジシロキサ
ン、オキシモシラン、アセトキシシラン、アセトンオキシムシラン、エノキシシラン及び
その他の３官能性アルコキシシランなど、並びにこれらの部分加水分解縮合生成物；ビス
（トリアルコキシシリルアルキル）アミン、ビス（ジアルコキシアルキルシリルアルキル
）アミン、ビス（トリアルコキシシリルアルキル）Ｎ－アルキルアミン、ビス（ジアルコ
キシアルキルシリルアルキル）Ｎ－アルキルアミン、ビス（トリアルコキシシリルアルキ
ル）尿素、ビス（ジアルコキシアルキルシリルアルキル）尿素、ビス（３－トリメトキシ
シリルプロピル）アミン、ビス（３－トリエトキシシリルプロピル）アミン、ビス（４－
トリメトキシシリルブチル）アミン、ビス（４－トリエトキシシリルブチル）アミン、ビ
ス（３－トリメトキシシリルプロピル）Ｎ－メチルアミン、ビス（３－トリエトキシシリ
ルプロピル）Ｎ－メチルアミン、ビス（４－トリメトキシシリルブチル）Ｎ－メチルアミ
ン、ビス（４－トリエトキシシリルブチル）Ｎ－メチルアミン、ビス（３－トリメトキシ
シリルプロピル）尿素、ビス（３－トリエトキシシリルプロピル）尿素、ビス（４－トリ
メトキシシリルブチル）尿素、ビス（４－トリエトキシシリルブチル）尿素、ビス（３－
ジメトキシメチルシリルプロピル）アミン、ビス（３－ジエトキシメチルシリルプロピル
）アミン、ビス（４－ジメトキシメチルシリルブチル）アミン、ビス（４－ジエトキシメ
チルシリルブチル）アミン、ビス（３－ジメトキシメチルシリルプロピル）Ｎ－メチルア
ミン、ビス（３－ジエトキシメチルシリルプロピル）Ｎ－メチルアミン、ビス（４－ジメ
トキシメチルシリルブチル）Ｎ－メチルアミン、ビス（４－ジエトキシメチルシリルブチ
ル）Ｎ－メチルアミン、ビス（３－ジメトキシメチルシリルプロピル）尿素、ビス（３－
ジエトキシメチルシリルプロピル）尿素、ビス（４－ジメトキシメチルシリルブチル）尿
素、ビス（４－ジエトキシメチルシリルブチル）尿素、ビス（３－ジメトキシエチルシリ
ルプロピル）アミン、ビス（３－ジエトキシエチルシリルプロピル）アミン、ビス（４－
ジメトキシエチルシリルブチル）アミン、ビス（４－ジエトキシエチルシリルブチル）ア
ミン、ビス（３－ジメトキシエチルシリルプロピル）Ｎ－メチルアミン、ビス（３－ジメ
チキシエチルシリルプロピル）Ｎ－メチルアンミン、ビス（４－ジメトキシエチルシリル
ブチル）Ｎ－メチルアミン、ビス（４－ジエトキシエチルシリルブチル）Ｎ－メチルアミ
ン、ビス（３－ジエトキシエチルシリルプロピル）尿素、ビス（３－ジエトキシエチルシ
リルプロピル）尿素、ビス（４－ジメトキシエチルシリルブチル）尿素、及び／又はビス
（４－ジエトキシエチルシリルブチル）尿素、ビス（トリエトキシシリルプロピル）アミ
ン、ビス（トリメトキシシリルプロピル）アミン、ビス（トリメトキシシリルプロピル）
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尿素、ビス（トリエトキシシリルプロピル）尿素、ビス（ジエトキシメチルシリルプロピ
ル）Ｎ－メチルアミン、ジ又はトリアルコキシシリル末端ポリジアルキルシロキサン、ジ
又はトリアルコキシシリル末端ポリアリールアルキルシロキサン、ジ又はトリアルコキシ
シリル末端ポリプロピレンオキサイド、ポリウレタン、ポリアクリレート；ポリイソブチ
レン；ジ又はトリアセトキシシリル末端ポリジアルキル；ポリアリールアルキルシロキサ
ン；ジ又はトリオキシモシリル末端ポリジアルキル；ポリアリールアルキルシロキサン；
ジ又はトリアセトノキシ末端ポリジアルキル又はポリアリールアルキルが挙げられる。使
用される架橋剤（ｉｉ）は、上記の２種以上の任意の組み合わせも含んでよい。
【００５３】
　ヒドロキシル基の加水分解性基に対するモル比は、モノシラン架橋剤を使用すると０．
４：１～２：１、又は、ジシリル官能性架橋剤を使用すると、０．２：１～１０：１、あ
るいは０．１：～１０：１、あるいは０．１：１～３：１である。
【００５４】
　組成物は、縮合触媒を更に含む。これにより、組成物が硬化する速度が増加する。特定
のシリコーン組成物中に含むために選択される触媒は、必要とされる硬化速度に左右され
る。
【００５５】
　チタネート及び／又はジルコネート系触媒は、一般式Ｔｉ［ＯＲ２２］４又はＺｒ［Ｏ
Ｒ２２］４［式中、各Ｒ２２は同一でも異なっていてもよく、１～１０個の炭素原子を含
有する直鎖状又は分枝状であり得る一価の、第一級、第二級又は第三級脂肪族炭化水素基
を表す］に従う化合物を含んでよい。任意選択で、チタネート及び／又はジルコネートは
、部分不飽和基を含有してもよい。Ｒ２２の例としては、メチル、エチル、プロピル、イ
ソプロピル、ブチル、第三級ブチル及び分枝状第二級アルキル基、例えば２，４－ジメチ
ル－３－ペンチルが挙げられるが、これらに限定されない。あるいは、各Ｒ２２が同一で
ある場合、Ｒ２２は、イソプロピル基、分枝状第二級アルキル基又は第三級アルキル基、
特に、第三級ブチルである。好適なチタネートの例としては、テトラｎ－ブチルチタネー
ト、テトラｔ－ブチルチタネート、チタンテトラブトキサイド、テトライソプロピルチタ
ネート、テトラキス（２－エチルヘキシル）チタネートが挙げられる。好適なジルコネー
トの例としては、テトラｎ－プロピルジルコネート、テトラｎ－ブチルジルコネート及び
ジルコニウムジエチルシトレートが挙げられる。
【００５６】
　あるいは、チタネート及び／又はジルコネートは、キレート化されていてもよい。キレ
ート化は、アルキルアセチルアセトネート、例えばメチル又はエチルアセトネートなどの
、任意の好適なキレート剤によってもよい。あるいは、チタネートは、例えば２－プロパ
ノラト、トリスイソオクタデカノアトチタネート又はジイソプロピルジエチルアセトアセ
テートチタネートなどの３種のキレート剤をもたらすモノアルコキシチタネートであって
よい。更なるキレートとしては、トリエタノールアミンチタネートキレート、ジエタノー
ルアミンチタネート、又はジ－イソプロポキシ－ビス（β－ジエタノールアミンエトキシ
）チタネートなどのアミノアルコールエステルキレートが挙げられる。更なるキレートと
しては、乳酸チタネートキレートのアンモニウム塩などの、有機酸又は塩キレートが挙げ
られる。
【００５７】
　Ｍ－ＯＲ官能基（Ｍはチタン又はジルコニウムである）のヒドロキシル基に対するモル
比は、０．０１：１～０．６：１に含まれる。少量の触媒を使用する場合、触媒を架橋剤
と、又は任意選択の希釈剤と予混合することが有益であり得、これにより、一層信頼のお
ける投入が可能となる。本プロセスは当業者には典型的なものであり、「マスターバッチ
」と呼ばれる場合もある。
【００５８】
　場合によっては、材料を硬化するために使用する組成物は、好適な架橋剤及びヒドロシ
リル化触媒と共に、ヒドロシリル化硬化性ポリマーと組み合わせた、上述したとおりの、
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縮合硬化性ポリマー（ｉ）、架橋剤（ｉｉ）、及び縮合触媒（ｉｉｉ）の混合物である。
ヒドロシリル化反応経路を介して硬化可能な任意のポリマーを利用してよい。このような
ヒドロシリル化硬化性ポリマーは、当技術分野において公知である。場合によっては、材
料を硬化するために使用する組成物は、ヒドロシリル化硬化性ポリマー、ヒドロシリル化
架橋剤、及びヒドロシリル化触媒を非含有の、縮合硬化性ポリマー（ｉ）、架橋剤（ｉｉ
）、及び縮合触媒（ｉｉｉ）の混合物である。
【００５９】
　上述した材料は通常、２成分、すなわち成分Ｉ及び成分ＩＩで貯蔵される、縮合硬化性
材料組成物から作製される。２成分組成物を、動的又は静的ミキサを備えた、任意の適切
な標準２成分混合装置を使用して混合してよい。
【００６０】
　通常、縮合硬化性組成物は、成分Ｉにポリマー（ｉ）及び架橋剤（ｉｉ）を有し、成分
ＩＩにポリマー（ｉ）及び触媒（ｉｉｉ）を有する２成分で貯蔵される。場合によっては
、縮合硬化性組成物は、成分Ｉに架橋剤（ｉｉ）、並びに成分ＩＩにポリマー（ｉ）及び
触媒（ｉｉｉ）を有する２成分で貯蔵される。更に場合によっては、縮合硬化性組成物は
、成分Ｉに第１ポリマー（ｉ）及び架橋剤（ｉｉ）、並びに成分ＩＩに第２ポリマー（ｉ
ｉ）及び触媒（ｉｉｉ）を有する２成分で貯蔵される。縮合反応の開始が所望されるまで
、触媒は通常、ポリマー（ｉ）及び（ｉｉ）から分離して保持される。添加剤が存在する
場合、これらは成分Ｉ及び成分ＩＩのいずれか、又は両方の成分に存在してよい。
【００６１】
　チタネート／ジルコネート硬化触媒をベースにする縮合硬化性材料組成物を硬化して、
組成物に応じて、数分から数週間で、あるいは数分から数時間で、バルク硬化にすること
ができる。通常、硬化反応は１５～８０℃、あるいは２０～５０℃、あるいは２０～２５
℃の範囲の温度で行われる。
【００６２】
　純粋な形態において、硬化シリコーン系材料は、ゲル、分枝状ポリマー、エラストマー
構造化シロキサンの形態であってよい。本発明の範囲における「純粋な形態」とは、反応
物質であるポリマー（ｉ）、架橋剤（ｉｉ）、及び触媒（ｉｉｉ）の反応生成物で構成さ
れる材料を意味する。純粋な材料の粘度及び稠度は変化し得る。同定方法には、質感分析
器を使用して、硬度又は浸透を評価することが含まれる。通常、５ｍｍで最大１０ｇの正
の浸透力を有する材料は、取り扱い及び乳化が一層容易である。材料の同定は、反応が完
全に完了した後の数時間後に実施することができる。場合によっては、材料の同定は７日
を超えた後に実施してよい。
【００６３】
　本発明の、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料を、希釈剤の存在下で調
製することができる。このような例において、硬化シリコーン系材料は希釈形態であって
よい。
【００６４】
　希釈剤の例としては、ケイ素含有希釈剤、例えば、ヘキサメチルジシロキサン、オクタ
メチルトリシロキサン、及びその他の短鎖直鎖状シロキサン、例えば、オクタメチルトリ
シロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、テトラデカ
メチルヘキサシロキサン、ヘキサデアメチルヘプタシロキサン（ｈｅｘａｄｅａｍｅｔｈ
ｙｌｈｅｐｔａｓｉｌｏｘａｎｅ）、ヘプタメチル－３－｛（トリメチルシリル）オキシ
）｝トリシロキサン、環状シロキサン、例えば、ヘキサメチルシクロトリシロキサン、オ
クタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチル
シクロヘキサシロキサン；任意選択で、２５℃で測定すると５００～１２，５００ｍＰａ
．ｓの粘度を有する任意のアリール官能性シロキサンを含む、更なるポリジオルガノシロ
キサン；有機希釈剤（例えば酢酸ブチル、アルカン、アルコール、ケトン、エステル、エ
ーテル、グリコール、グリコールエーテル、炭化水素、ヒドロフルオロカーボン）、又は
構成成分の材料のいずれかに悪影響を及ぼすことなく組成物を希釈することができる、任
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意の他の材料が挙げられる。希釈剤は、２種類以上の希釈剤の混合物であってよい。炭化
水素としては、イソドデカン、イソヘキサデカン、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌ（Ｃ１１～Ｃ１３）
、Ｉｓｏｐａｒ　Ｈ（Ｃ１１～Ｃ１２）、水素添加ポリデセン、鉱油、特に水素添加鉱油
若しくは白色油、液体ポリイソブテン、イソパラフィン系油、又は石油ゼリーが挙げられ
る。エーテル及びエステルとして、イソデシルネオペンタノエート、ネオペンチルグリコ
ールヘプタノエート、グリコールジステアレート、ジカプリリルカーボネート、ジエチル
ヘキシルカーボネート、プロピレングリコールｎブチルエーテル、エチル－３－エトキシ
プロピオネート、プロピレングリコールメチルエーテルアセテート、トリデシルネオペン
タノエート、プロピレングリコールメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）、プロピレ
ングリコールメチルエーテル（ＰＧＭＥ）、オクチルドデシルネオペンタノエート、ジイ
ソブチルアジペート、ジイソプロピルアジペート、プロピレングリコールジカプリレート
／ジカプレート、及びオクチルパルミテートが挙げられる。更なる有機希釈剤としては、
脂肪、油、脂肪酸、及び脂肪アルコールが挙げられる。希釈剤の混合物もまた、使用して
よい。
【００６５】
　シリコーン材料の希釈剤に対する重量比は例えば、１００／０～１０／９０、あるいは
７０／３０～２０／８０であることができる。希釈剤は、シリコーン系材料の縮合反応が
生じる前、後、又は生じている間に添加することができるが、希釈剤は縮合反応に寄与し
ない、又は関与しない。取扱いの容易さから、希釈剤は、縮合反応の開始前に添加してよ
い。希釈剤は成分Ｉ及び成分ＩＩのいずれか、又は両方に存在してよい。
【００６６】
　本発明の、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料はエマルジョン形態で提
供してよく、これは、任意の公知の方法により調製することができ、あるいは、以下で論
じる方法で調製することができる。
【００６７】
　本開示は、更に、
　Ｉ）
　　Ａ）１００重量部の、縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系材料と、
　　Ｂ）０．１～５０重量部の界面活性剤と、
　を含む混合物を形成することと、
　ＩＩ）十分な量の水と工程Ｉ）の混合物とを混合してエマルジョンを形成することと、
　ＩＩＩ）任意選択で、更にエマルジョンを剪断混合し、かつ／又はエマルジョンを連続
相で希釈することと、
　によりエマルジョンを調製するプロセス、を提供する。
【００６８】
　工程Ｉで添加する界面活性剤の量は、それぞれ１００重量部のシリコーン系材料に対し
て、０．１～５０重量部、あるいは１～５０重量部、あるいは２～２０重量部でなければ
ならない。
【００６９】
　工程（Ｉ）の混合は、高粘度材料の混合を行うために、当該技術分野において公知の任
意の方法によって達成され得る。混合は、バッチ法、半連続法又は連続法のいずれかとし
て行うことができる。混合は、例えば、チェンジカンミキサ、ダブルプラネタリーミキサ
、円錐ねじミキサ、リボンミキサ、ダブルアーム又はシグマブレードミキサを含む、中／
低剪断によるバッチ混合装置、Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｒｏｓｓ　＆　Ｓｏｎｓ（ＮＹ），Ｈｏ
ｃｋｍｅｙｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｃｏｒｐ．（ＮＪ）により製造されたものを含む
、高剪断・高速ディスペンサを備えたバッチ装置、Ｂａｎｂｕｒｙ型（ＣＷ　Ｂｒａｂｅ
ｎｄｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｉｎｃ．，ＮＪ）及びＨｅｎｓｃｈｅｌ型（Ｈｅｎ
ｓｃｈｅｌ　ｍｉｘｅｒｓ，Ａｍｅｒｉｃａ（ＴＸ））を含む高剪断操作を備えたバッチ
装置、Ｓｐｅｅｄ　Ｍｉｘｅｒ（登録商標）（Ｈａｕｓｃｈｉｌｄ　＆　Ｃｏ　ＫＧ，Ｇ
ｅｒｍａｎｙ）のような遠心力型高剪断混合装置を用いて引き起こすことができる。Ｋｒ
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ｕｐｐ　Ｗｅｒｎｅｒ　＆　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ　Ｃｏｒｐ（Ｒａｍｓｅｙ，ＮＪ）、
及びＬｅｉｓｔｒｉｔｚ（ＮＪ）により製造されたものなどの、連続ミキサ／配合機の実
例としては、短軸押出成形機、二軸押出成形機、及び多軸押出成形機、同時回転押出成形
機；二軸逆回転押出成形機、二段階押出成形機、二軸回転式連続ミキサ、動的若しくは静
的ミキサ、又はこの装置の組み合わせが挙げられる。
【００７０】
　工程（Ｉ）の混合が生じる温度及び圧力は重要ではないが、一般に、周囲温度（２０～
２５℃）及び圧力で行われる。典型的には、混合物の温度は、そのような高粘度材料の剪
断に伴う機械的エネルギーのため、混合プロセス中に上昇する。
【００７１】
　プロセスの工程（ＩＩ）は、水と工程Ｉの混合物とを混合してエマルジョンを形成する
工程を伴う。典型的には、工程Ｉの混合物１００重量部に対して５～２０００重量部の水
を混合して、エマルジョンを形成する。そのような割合で工程Ｉの混合物に水を加え、更
に混合して、工程Ｉの混合物のエマルジョンを形成する。この水の量は、界面活性剤の選
択によって異なり得るが、一般に、水の量は、工程Ｉの混合物１００重量部に対して０．
１～２０００部、あるいは工程Ｉの混合物１００重量部に対して５～５００部、あるいは
工程Ｉの混合物１００重量部に対して５～１００部である。
【００７２】
　工程（Ｉ）からの混合物への水の添加は、各増分が工程Ｉからの混合物の３０重量％未
満を成すように段階的に行われてよく、水の各増分は、前回の増分の水の分散後に前回分
に連続的に添加され、十分な増分の水が加えられてシリコーン系材料のエマルジョンを形
成する。
【００７３】
　工程（ＩＩ）の混合は、粘度の高い材料の混合をもたらす、当該技術分野において公知
の任意の方法によって達成することができる。混合は、バッチ法、半連続法又は連続法の
いずれかとして行うことができる。工程（Ｉ）に記載される混合法のうちのいずれかを、
工程（ＩＩ）で混合をもたらすように使用することができる。あるいは、工程（ＩＩ）に
おける混合は、エマルジョンの生成をもたらすために、高剪断混合を得るための当該技術
分野において公知の技法を介して起してもよい。そのような高剪断混合技術の代表的なも
のには、ホモジナイザー、ソノレーター、及びその他の類似の剪断装置が挙げられる。
【００７４】
　任意選択で、工程（ＩＩ）で形成されるエマルジョンを工程（ＩＩＩ）によって更に剪
断し、粒径の低下、及び／又は長期保存安定性の改善を行ってよい。剪断は、上記に考察
された混合技術のいずれかにより行うことができる。場合によっては、より低い圧力又は
真空下で、工程Ｉ～ＩＩＩのうちの１つ又はいくつかを実行する必要があり得る。
【００７５】
　本開示は、更に、
　Ｉ）
　　Ａ）１００重量部の、
　　　（ｉ）１分子当たり少なくとも１個、典型的には少なくとも２個の加水分解性基及
び／又はヒドロキシル官能基を有する、少なくとも１個の縮合硬化性シリル末端ポリマー
と、
　　　（ｉｉ）少なくとも２個の加水分解性基を有するシラン、並びに／又は、少なくと
も２個のシリル基を有するシリル官能性分子であって、各シリル基が少なくとも１個の加
水分解性基を含有するシリル官能性分子から選択される架橋剤と、
　　　（ｉｉｉ）ヒドロキシル基の加水分解性基に対するモル比が、モノシラン架橋剤を
使用すると０．４：１～２：１であり、又はジシリル架橋剤を使用すると０．２：１～１
０：１であり、Ｍ－ＯＲ官能基（Ｍはチタン又はジルコニウムである）のヒドロキシル基
に対するモル比が０．０１：１～０．６：１に含まれることを特徴とする、チタネート又
はジルコネートの群から選択される縮合触媒と、
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　　　（ｉｖ）任意選択の希釈剤と、
　　Ｂ）０．１～５０重量部の界面活性剤と、
　を含む混合物を形成することと、
　ＩＩ）十分な量の水と工程Ｉ）の混合物とを混合してエマルジョンを形成することと、
　ＩＩＩ）任意選択で、更にエマルジョンを剪断混合し、かつ／又はエマルジョンを連続
相で希釈することと、
　ＩＶ）その後、乳化の完了後に縮合硬化反応を起すことと、
　によりエマルジョンを調製する、第１の代替プロセスを提供する。
【００７６】
　この代替プロセスにおいて、混合及び添加条件は、第１のプロセスに関して開示されて
いるとおりである。反応条件もまた、上述したとおりである。
【００７７】
　界面活性剤は、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤
、両性界面活性剤又はこれら界面活性剤のいずれかの混合物であり得る。
【００７８】
　アニオン性界面活性剤の例としては、アルカリ金属、アミン、又は高級脂肪酸のアンモ
ニウム塩、アルキルアリールスルホネート（例えばドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウ
ム）、長鎖脂肪アルコールサルフェート、オレフィンサルフェート及びオレフィンスルホ
ネート、硫酸化モノグリセリド、硫酸化エステル、スルホン化エトキシ化アルコール、ス
ルホスクシネート、アルカンスルホネート、ホスフェートエステル、アルキルイセチオネ
ート、アルキルタウレート、アルキルサルコシネート、並びにこれらの混合物が挙げられ
る。
【００７９】
　カチオン性界面活性剤の例としては、アルキルアミン塩、第四級アンモニウム塩、スル
ホニウム塩、及びホスホニウム塩が挙げられる。好適なノニオン性界面活性剤の例として
は、エチレンオキサイドの、長鎖脂肪アルコール又は脂肪酸、例えばＣ１２～１６アルコ
ールとの縮合物、エチレンオキサイドのアミン又はアミドとの縮合物、エチレンとプロピ
レンオキサイドとの縮合生成物、グリセロールのエステル、スクロース、ソルビトール、
脂肪酸アルキロールアミド、スクロースエステル、フルオロ界面活性剤、脂肪族アミンオ
キサイド、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００８０】
　両性界面活性剤の例としては、イミダゾリン化合物、アルキルアミノ酸塩、ベタイン、
及びこれらの混合物が挙げられる。
【００８１】
　ノニオン性界面活性剤の例としては、ポリオキシエチレン脂肪アルコール、例えばポリ
オキシエチレン（２３）ラウリルエーテル、ポリオキシエチレン（４）ラウリルエーテル
、エトキシ化アルコール、例えばエトキシ化トリメチルノナノール、Ｃ１２～Ｃ１４第二
級アルコールエトキシレート、エトキシ化Ｃ１０ゲルベアルコール、エトキシ化イソＣ１
３アルコール、ポリ（オキシエチレン）－ポリ（オキシプロピレン）－ポリ（オキシエチ
レン）トリブロックコポリマー（ポロキサマーとも呼ばれる）、プロピレンオキサイド及
びエチレンオキサイドをエチレンジアミンに連続添加することで誘導される、四官能性ポ
リ（オキシエチレン）－ポリ（オキシプロピレン）ブロックコポリマー（ポロキサミンと
も呼ばれる）、シリコーンポリエーテル、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００８２】
　本開示のエマルジョンは、油／水エマルジョン、水／油エマルジョン、多相又は三相エ
マルジョンであってよい。
【００８３】
　一実施形態では、本開示のエマルジョンは油／水エマルジョンである。本発明の油／水
エマルジョンは、連続水相中に分散した（油）相の平均体積の粒子により特徴付けること
ができる。粒径は、エマルジョンのレーザー回折により決定することができる。適切なレ
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ーザー回折技術は、当該技術において良く知られている。粒径は粒径分布（ＰＳＤ）から
得られる。ＰＳＤは、体積、表面、長さを基準に決定することができる。体積粒径は、所
定の粒子と同じ体積を有する球体の直径と等しい。用語Ｄｖは、分散粒子の体積平均粒径
を表す。Ｄｖ０．５は、体積をもとに測定された粒径のうち、累積粒子集団の５０％に相
当するものである。換言すると、Ｄｖ０．５＝１０μｍである場合、５０％の粒子は、１
０μｍを下回る平均体積粒径を有し、５０％の粒子は、１０μｍを超える体積平均粒径を
有する。特に記載のない限り、全ての平均容量粒径は、Ｄｖ０．５を使用して計算される
。
【００８４】
　油／水エマルジョンに分散したシロキサン粒子の平均体積粒径は、０．１μｍ～１５０
μｍ、又は０．１μｍ～３０μｍ、又は０．２μｍ～５．０μｍで変化してよい。
【００８５】
　本開示は、
　Ａ）
　　（ｉ）１分子当たり少なくとも１個、典型的には少なくとも２個の加水分解性基及び
／又はヒドロキシル官能基を有する、１００重量部の、少なくとも１種の縮合硬化性シリ
ル末端ポリマーと、
　　（ｉｉ）少なくとも２個の加水分解性基を有するシラン、並びに／又は、少なくとも
２個のシリル基を有するシリル官能性分子であって、各シリル基が少なくとも１個の加水
分解性基を含有するシリル官能性分子から選択される架橋剤と、
　　（ｉｉｉ）ヒドロキシル基の加水分解性基に対するモル比が、モノシラン架橋剤を使
用すると０．４：１～２：１であり、又はジシリル架橋剤を使用すると０．２：１～１０
：１であり、Ｍ－ＯＲ官能基（Ｍはチタン又はジルコニウムである）のヒドロキシル基に
対するモル比が０．０１：１～０．６：１に含まれることを特徴とする、チタネート又は
ジルコネートの群から選択される縮合触媒と、
　　（ｉｖ）任意選択の希釈剤と、
　　（ｖ）ＴＡ．ＸＴ　Ｐｌｕｓ　Ｔｅｘｔｕｒｅ　Ａｎａｌｙｓｅｒ（Ｔｅｘｔｕｒｅ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓから入手可能であり、丸形末端プラスチックプローブを装着
）により５ｍｍの貫通にて測定される貫通力Ｆ（＋）が１．２ｇを上回り、かつ４ｇ未満
となるまで、あるいは、コーンプレートＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計を使用して２０ＲＰ
Ｍ、３０％の相対湿度にて２０～２３℃にて、触媒非含有混合物に関しては粘度が２倍の
増加となるまで成分（ｉ）～（ｉｖ）を混合し、硬化を進めることと、
　を含む半硬化混合物を形成することと、
　Ｂ）０．１～５０重量部の界面活性剤と、
　を含む混合物を形成することと、
　Ｃ）十分な量の水と工程Ａ）の混合物とを混合してエマルジョンを形成することと、
　Ｄ）任意選択で、更にエマルジョンを剪断混合し、かつ／又はエマルジョンを連続相で
希釈することと、
　Ｅ）続いて、乳化プロセスの終了時に縮合硬化反応を完了させることと、
　によりエマルジョンを調製する、第２の代替プロセスを提供する。
【００８６】
　この第２の代替プロセスにおいて、混合及び添加条件は、第１の代替プロセスに関して
開示されているとおりである。反応条件もまた、上述したとおりである。
【００８７】
　界面活性剤は、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤
、両性界面活性剤又はこれら界面活性剤のいずれかの混合物であり得る。これらの界面活
性剤のそれぞれの例は上で提供している。
【００８８】
　縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン材料は、布地ケア組成物中に、任意選択で
、適合する媒体中に、布地ケア成分と共に存在する。
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【００８９】
　布地ケア組成物としては、液体洗剤、固形洗剤、前洗浄処理剤、布地柔軟剤、カラーケ
ア処理剤などが挙げられ、当該組成物は、布地及び繊維、すなわち、繊維、布地又は織物
、例えば衣類に、布地又は織物の外観又は状態を改善するため塗布するよう適合された任
意の製品のケアに使用される。上記の繊維、又はそれにより作製した布地及び織物は、動
物、植物、又は合成由来のものでもよい。動物繊維の例としては、シルク、並びにウール
、アンゴラ、モヘア、カシミヤなどのタンパク質繊維が挙げられる。植物繊維の例として
は、セルロース繊維又はコットン繊維が挙げられる。合成繊維の例としては、ポリエステ
ル、ナイロン、スパンデックス及びレーヨンアセテートが挙げられる。
【００９０】
　適合する媒体としては、水、溶媒、希釈剤、又はこれらの混合物及びエマルジョンが挙
げられる。溶媒には、水において可溶性が高い低分子量有機溶媒が挙げられ、例えばＣ１
～Ｃ４一価アルコール、Ｃ２～Ｃ５多価アルコールであり、アルキレングリコール、ポリ
アルキレングリコール、アルキレンカーボネート及びこれらの混合物が挙げられる。典型
的な溶媒には、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブチルアルコール、
ｔ－ブチルアルコール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、ジプロピレングリコール、グリセロール、プロピレンカーボネート及びこれらの混
合物が挙げられる。
【００９１】
　布地ケア成分としては、界面活性剤などの表面活性材料、又は洗剤若しくは乳化剤、増
粘剤、水相安定化剤、ｐＨ調整剤、防腐剤及び殺生物剤、タンパク質若しくはアミノ酸及
びその誘導体、顔料、着色剤、シリコーンコンディショニング剤、カチオン性コンディシ
ョニング剤、ノニオン性コンディショニング剤、疎水性コンディショニング剤、ＵＶ吸収
剤、日焼け止め剤、染料、芳香剤又は香料、酸化防止剤、汚れ落とし剤、酸化剤、還元剤
、噴射剤ガス、分散助剤、無機塩、抗菌剤、抗真菌剤、漂白剤、金属イオン封鎖剤、酵素
、希釈剤、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００９２】
　布地ケア組成物に使用することができる更なる成分としては、起泡防止化合物、ビルダ
ー、研磨剤、布地柔軟剤、光学的光沢剤、汚れ懸濁剤、分散剤、移染防止剤、染料封鎖剤
、色定着剤、再付着防止剤、脂肪アルコール、カラーケア添加剤、アイロン掛け剤、懸濁
剤などが挙げられる。
【００９３】
　表面活性材料の例は、アニオン性、カチオン性又はノニオン性表面活性材料であってよ
く、ジメチコンコポリオール等の有機変性シリコーン；グリセロールのオキシエチレン化
及び／又はオキシプロピレン化エーテル；セテアレス－３０、Ｃ１２～Ｃ１５パレス－７
等の脂肪アルコールのオキシエチレン化及び／又はオキシプロピレン化エーテル；ＰＥＧ
－５０ステアレート、ＰＥＧ－４０モノステアレート等のポリエチレングリコールの脂肪
酸エステル；スクロースステアレート、スクロースココエート及びソルビタンステアレー
ト等の糖エステル及びエーテル、並びにこれらの混合物；ＤＥＡオレス－１０ホスフェー
ト等のリン酸エステル及びその塩；二ナトリウムＰＥＧ－５シトレートラウリルスルホス
クシネート及び二ナトリウムリシノールアミドＭＥＡスルホスクシネート等のスルホスク
シネート；ナトリウムラウリルエーテルサルフェート等のアルキルエーテルサルフェート
；イセチオネート；ベタイン誘導体、及びこれらの混合物があり得る。
【００９４】
　ノニオン性界面活性剤の更なる例としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポ
リオキシエチレンアルキルフェノールエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、
直鎖第一級アルコールアルコキシレート、直鎖第二級アルコールアルコキシレート、アル
キルフェノールアルコキシレート、オレフィンアルコキシレート、分枝鎖アルコキシレー
ト、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエート、ポリオキシエチレンアルキルエステ
ル、ポリオキシエチレンソルビタンアルキルエステル、ポリエチレングリコール、ポリプ
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ロピレングリコール、ジエチレングリコール、エトキシル化トリメチルノナノール、ポリ
オキシアルキレン置換シリコーン（レーキ型又はＡＢｎ型）、シリコーンアルカノールア
ミド、シリコーンエステル、シリコーングリコシド及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９５】
　ノニオン性界面活性剤としては、ジメチコンコポリオール、ポリオールの脂肪酸エステ
ル、例えば、ソルビトール又はグリセリルモノ－、ジ－、トリ－、又はセスキオレエート
又はステアレート、グリセリル又はポリエチレングリコールラウレート；ポリエチレング
リコールの脂肪酸エステル（ポリエチレングリコールモノステアレート又はモノラウレー
ト）；ソルビトールのポリオキシエチレン化脂肪酸エステル（ステアレート又はオレエー
ト）；ポリオキシエチレン化アルキル（ラウリル、セチル、ステアリル、又はオクチル）
エーテルが挙げられる。
【００９６】
　アニオン性界面活性剤としては、カルボキシレート（２－（２－ヒドロキシアルキルオ
キシ）酢酸ナトリウム）、アミノ酸誘導体（Ｎ－アシルグルタメート、Ｎ－アシルグリシ
ネート、又はアシルサルコシネート）、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフ
ェート、及びこれらのオキシエチレン化誘導体、スルホネート、イセチオネート及びＮ－
アシルイセチオネート、タウレート及びＮ－アシルＮ－メチルタウレート、スルホスクシ
ネート、アルキルスルホアセテート、ホスフェート及びアルキルホスフェート、ポリペプ
チド、アルキルポリグリコシドのアニオン性誘導体（アシル－Ｄ－ガラクトシドウロネー
ト）、及び脂肪酸石鹸、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００９７】
　両性及び双性イオン性界面活性剤としては、ベタイン、Ｎ－アルキルアミドベタイン及
びこれらの誘導体、タンパク質及びその誘導体、グリシン誘導体、スルタイン、アルキル
ポリアミノカルボキシレート及びアルキルアンホアセテート、並びにこれらの混合物が挙
げられる。
【００９８】
　増粘剤の例としては、アクリルアミドポリマー及びコポリマー、アクリレートコポリマ
ー及びその塩（ナトリウムポリアクリレート等）、キサンタンガム及び誘導体、セルロー
スガム及びセルロース誘導体（例えば、メチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセ
ルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ポリプロピルヒドロキシエチルセルロース等
）、デンプン及びデンプン誘導体（ヒドロキシエチルアミロース及びデンプンアミラーゼ
等）、ポリオキシエチレン、カルボマー、ヘクトライト及びヘクトライト誘導体、アルギ
ン酸ナトリウム、アラビアガム、カシアガム、グアーガム及びグアーガム誘導体、コカミ
ド誘導体、アルキルアルコール、ゼラチン、ＰＥＧ誘導体、糖類（フルクトース、グルコ
ースなど）及び糖類誘導体（ＰＥＧ－１２０メチルグルコースジオレートなど）、並びに
これらの混合物が挙げられる。
【００９９】
　水相安定化剤の例としては、電解質（例えば、アルカリ金属塩及びアルカリ土類塩、特
に、ナトリウム、カリウム、カルシウム、及びマグネシウムの、クロライド、ホウ酸塩、
クエン酸塩及び硫酸塩、並びにアルミニウムクロロハイドレート、及び高分子電解質、特
に、ヒアルロン酸及びヒアルロン酸ナトリウム）、ポリオール（グリセリン、プロピレン
グリコール、ブチレングリコール、及びソルビトール）、アルコール（エチルアルコール
等）、及びハイドロコロイド、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【０１００】
　ｐＨ調整剤の例としては、任意の水溶性酸（カルボン酸等）、又は鉱酸（塩酸、硫酸及
びリン酸等）、モノカルボン酸（酢酸及び乳酸等）、及びポリカルボン酸（コハク酸、ア
ジピン酸、及びクエン酸等）、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【０１０１】
　防腐剤及び殺生物剤の例としては、パラベン誘導体、ヒダントイン誘導体、クロルヘキ
シジン及びその誘導体、イミダゾリジニル尿素、フェノキシエタノール、銀誘導体、サリ
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チル酸塩誘導体、トリクロサン、シクロピロックスオラミン、ヘキサミジン、オキシキノ
リン及びその誘導体、ＰＶＰ－ヨード、亜鉛塩及び亜鉛ピリチオンなどの誘導体、グルタ
ルアルデヒド、ホルムアルデヒド、２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール
、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン、２－メチル－４－イソチア
ゾリン－３－オン、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【０１０２】
　タンパク質又はアミノ酸及びこれらの誘導体の例としては、小麦、大豆、米、トウモロ
コシ、ケラチン、エラスチン、又はシルクから抽出されたものが挙げられる。タンパク質
は加水分解形態であってよく、第四級化されていてもよい、例えば加水分解エラスチン、
加水分解小麦粉末、加水分解絹であってもよい。タンパク質の例としては、酵素、例えば
、ヒドロラーゼ、クチナーゼ、オキシダーゼ、トランスフェラーゼ、レダクターゼ、ヘミ
セルラーゼ、エステラーゼ、イソメラーゼ、ペクチナーゼ、ラクターゼ、ペルオキシダー
ゼ、ラッカーゼ、カタラーゼ等、及びこれらの混合物が挙げられる。ヒドロラーゼの例と
しては、プロテアーゼ（細菌性、真菌性、酸性、中性又はアルカリ性）、アミラーゼ（ア
ルファ又はベータ）、リパーゼ、マンナナーゼ、セルラーゼ、コラゲナーゼ、リゾチーム
（ｌｉｓｏｚｙｍｅｓ）、スーパーオキサイドジスムターゼ、カタラーゼ、及びこれらの
混合物が挙げられる。
【０１０３】
　顔料及び着色剤の例としては、表面処理又は未処理酸化鉄、表面処理又は未処理二酸化
チタン、表面処理又は未処理雲母、酸化銀、シリケート、酸化クロム、カロチノイド、カ
ーボンブラック、ウルトラマリン、クロロフィリン誘導体、及び黄土が挙げられる。有機
顔料の例としては、Ｄ＆Ｃ及びＦＤ＆Ｃ青、茶、緑、オレンジ、赤、黄色等として指定さ
れる、アゾ、インジゴイド、トリフェニルメタン、アントラキノン、及びキサンチン染料
を含む芳香族型、並びにこれらの混合物が挙げられる。表面処理剤としては、レシチン、
シリコーン、シラン、フルオロ化合物及びこれらの混合物に基づく処理剤が挙げられる。
【０１０４】
　シリコーンコンディショニング剤の例としては、ジメチコン等のシリコーン油、ジメチ
コノール等のシリコーンガム、トリメチルシロキシシリケート、ポリプロピルシルセスキ
オキサン等のシリコーン樹脂、シリコーンエラストマー、アルキルメチルシロキサン、ア
モジメチコン、アミノプロピルフェニルトリメチコン、フェニルトリメチコン、トリメチ
ルペンタフェニルトリシロキサン、シリコーンクオタニウム－１６／グリシドキシジメチ
コンクロスポリマー、シリコーンクオタニウム－１６等の有機変性シリコーン油、糖類官
能性シロキサン、カルビノール官能性シロキサン、シリコーンポリエーテル、シロキサン
コポリマー（ジビニルジメチコン／ジメチコンコポリマー）、アクリレート又はアクリル
官能性シロキサン、及びこれらの混合物又はエマルジョンが挙げられる。
【０１０５】
　カチオン性コンディショニング剤の例としては、グアーガムのヒドロキシプロピルトリ
メチルアンモニウム誘導体等のグアー誘導体、カチオン性セルロース誘導体、カチオン性
デンプン誘導体、セルロースエーテルの第四級窒素誘導体、第四級化トリエタノールアミ
ンエステル（エステル第四級アンモニウム塩）、ジメチルジアリルアンモニウムクロライ
ドのホモポリマー、アクリルアミド及びジメチルジアリルアンモニウムクロライドのコポ
リマー、エステル又はアミド結合によってポリマーに結合するカチオン性窒素官能基を含
むアクリル酸又はメタクリル酸に由来するホモポリマー又はコポリマー、脂肪族アルキル
ジメチルアンモニウム置換エポキシドと反応させたヒドロキシエチルセルロースのポリマ
ー第四級アンモニウム塩、Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，３－エポキシプロピル）－ピペラジン
又はピペラジン－ビス－アクリルアミドとピペラジンとの重縮合生成物、並びに、四価の
窒素官能基を有する、ビニルピロリドン及びアクリル酸エステルのコポリマーが挙げられ
る。具体的な材料としては、様々なポリクアット（ｐｏｌｙｑｕａｔｓ）、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－８、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－１１、
及びポリクオタニウム－２３が挙げられる。他の分類のコンディショナーとしては、カチ
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オン性界面活性剤（セチルトリメチルアンモニウムクロライド、セチルトリメチルアンモ
ニウムブロマイド、及びステリアルトリメチルアンモニウムクロライド等）、及びこれら
の混合物が挙げられる。場合によっては、カチオン性コンディショニング剤も、疎水変性
されたもの（疎水変性第四級化ヒドロキシエチルセルロースポリマー、カチオン性疎水変
性ガラクトマンナンエーテル、及びこれらの混合物等）である。
【０１０６】
　ノニオン性コンディショニング剤の例としては、多価アルコールの脂肪酸部分エステル
又はその無水物が挙げられ、エステルの多価アルコール部分が、エチレングリコール、グ
リセロール、ポリ（例えば、ジ－、トリ－、テトラ、ペンタ－、及び／又はヘキサ－）グ
リセロール、キシリトール、スクロース、エリスリトール、ペンタエリスリトール、ソル
ビトール又はソルビタンであってもよく、エステルの脂肪酸部分が、約１２個～約３０個
の炭素原子を有する脂肪酸から誘導されたもの、例えば、ラウリン酸、ミリスチン酸、パ
ルミチン酸、ステアリン酸及びベヘン酸である。
【０１０７】
　疎水性コンディショニング剤の例としては、グアー誘導体、ガラクトマンナンガム誘導
体、セルロース誘導体、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１０８】
　布地柔軟化化合物の例としては、カチオン性化合物及びノニオン性化合物が挙げられる
。布地柔軟化化合物の更なる例としては、ジステアリルジメチルアンモニウムクロライド
、ジ（硬化タロウアルキル）ジメチルアンモニウムクロライド、ジパルミチルヒドロキシ
エチルメチルアンモニウムクロライド、ステアリルベンジルジメチルアンモニウムクロラ
イド、Ｎ，Ｎ－ジ（タロイル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチル、Ｎ－（２－ヒドロキシエ
チル）アンモニウムクロライドなどのポリアルキル第四級アンモニウム塩；１つ以上の完
全飽和アルキル鎖を有するエステル結合第四級アンモニウム材料及びこれらの混合物が挙
げられる。
【０１０９】
　ＵＶ吸収剤及び日焼け止め剤としては、約２９０～３２０ナノメートルの紫外線（ＵＶ
－Ｂ領域）を吸収するもの、及び３２０～４００ナノメートルの紫外線（ＵＶ－Ａ領域）
を吸収するものが挙げられる。
【０１１０】
　日焼け止め剤のいくつかの例は、アミノ安息香酸、シノキセート、ジエタノールアミン
メトキシシンナメート、ジガロイルトリオレエート、ジオキシベンゾン、エチル－４－［
ビス（ヒドロキシプロピル）］アミノベンゾエート、グリセリルアミノベンゾエート、ホ
モサレート、ジヒドロキシアセトンを有するローソン、メンチルアントラニレート、オク
トクリレン、エチルヘキシルメトキシシンナメート、オクチルサリチレート、オキシベン
ゾン、パラジメートＯ、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸、赤色ワセリン、スリソ
ベンゾン、二酸化チタン、トロラミンサリチレート、及びこれらの混合物である。
【０１１１】
　ＵＶ吸収剤のいくつかの例は、アセトアミノサロール、アラントイン（ａｌｌａｔｏｉ
ｎ）ＰＡＢＡ、ベンザルフタリド、ベンゾフェノン、ベンゾフェノン１－１２、３－ベン
ジリデンカンファー、ベンジリデンカンファー加水分解コラーゲンスルホンアミド、ベン
ジリデンカンファースルホン酸、サリチル酸ベンジル、ボルネロン（ｂｏｒｎｅｌｏｎｅ
）、ブメトリオゾール（ｂｕｍｅｔｒｉｏｚｏｌｅ）、ブチルメトキシジベンゾイルメタ
ン、ブチルＰＡＢＡ、セリア／シリカ、セリア／シリカタルク、シノキセート、ＤＥＡ－
メトキシシンナメート、ジベンゾオキサゾールナフタレン、ジ－ｔ－ブチルヒドロキシベ
ンジリデンカンファー、トリオレイン酸ジガロイル、ジイソプロピルメチルシンナメート
、ジメチルＰＡＢＡエチルセテアリールジイモニウムトシレート、ジオクチルブタミドト
リアゾン、ジフェニルカルボメトキシアセトキシナフトピラン、ビスエチルフェニルトリ
アミノトリアジン（ｔｉａｍｍｉｎｏｔｒｉａｚｉｎｅ）スチルベンジスルホン酸二ナト
リウム、ジスチリルビフェニルトリアミノトリアジンスチルベンゼンジスルホン酸二ナト
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リウム、ジスチリルビフェニルジスルホン酸二ナトリウム、ドロメトリゾール、ドロメト
リゾールトリシロキサン、ジメチルＰＡＢＡエチルセテアリールジイモニウムトシレート
、エチルジイソプロピルシンナメート、エチルメトキシシンナメート、エチルＰＡＢＡ、
ウロカニン酸エチル、エトロクリレンフェルラ酸、グリセリルオクタノエートジメトキシ
シンナメート、グリセリルＰＡＢＡ、グリコールサリチレート、ホモサレート、イソアミ
ルｐ－メトキシシンナメート、イソプロピルベンジルサリチレート、イソプロピルジベン
ゾリルメタン、イソプロピルメトキシシンナメート、メンチルアントラニレート、メンチ
ルサリチレート、４－メチルベンジリデン、カンファー、オクトクリレン、オクトリゾー
ル、オクチルジメチルＰＡＢＡ、エチルヘキシルメトキシシンナメート、オクチルサリチ
レート、オクチルトリアゾン、ＰＡＢＡ、ＰＥＧ－２５ＰＡＢＡ、ペンチルジメチルＰＡ
ＢＡ、フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸、ポリアクリルアミドメチルベンジリデン
カンファー、メトキシケイ皮酸カリウム、フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸カリウ
ム、赤色ワセリン、フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸ナトリウム、ウロカニン酸ナ
トリウム、ＴＥＡ－フェニルベンゾイミダゾールスルホネート、ＴＥＡ－サリチレート、
テレフタリリデンジカンファースルホン酸、二酸化チタン、トリＰＡＢＡパンテノール、
ウロカニン酸、ＶＡ／クロトネート／メタクリルオキシベンゾフェノン－１コポリマー、
及びこれらの混合物である。
【０１１２】
　染料は、概ね、それが塗布される基材への親和性を有する着色物質と記載することがで
きる。染料の例としては、アニオン性染料（例えば、直接染料若しくは酸性染料）、反応
染料、ノニオン性染料（例えば、分散染料）又は顔料染料（ｐｉｇｍｅｎｔ　ｄｙｅ）（
例えば、建染染料）が挙げられる。直接染料は、一般的に、大型の、平面状の、芳香族系
のもの、例えばダイレクトレッド８０又はダイレクトブラック５６であり、一般にコット
ンを染色するのに使用される。反応染料は、中型の大きさであり、例えば、レマゾールブ
リリアントブルーＲ及びプロシオンブルー３Ｇがあり、布地の原子と共有結合を形成する
繊維反応性末端基を有するコットン及びウールに一般的に使用される。分散染料は、小型
の芳香族分子であり、ポリエステルに使用されるか、又はナイロンに濃い色合いを与える
ものであり、ディスパースブルー１１が挙げられる。建染染料は、コットン、主にプリン
ト柄及びデニムに使用される。水溶性還元体をｉｎ　ｓｉｔｕで酸化し、不溶性染料が形
成される。例としては、バットブルー４が挙げられる。染料の更なる例としては、インジ
ゴ抽出物、シコウカ（ヘナ）（ローソニア・イネルミス）抽出物、１－アセトキシ－２－
メチルナフタレン、５－アミノ－４－クロロ－ｏ－クレゾール、５－アミノ－２，６－ジ
メトキシ－３－ヒドロキシピリジン、３－アミノ－２，６－ジメチルフェノール、２－ア
ミノ－５－エチルフェノールＨＣｌ、５－アミノ－４－フルオロ－２－メチルフェノール
サルフェート、４－アミノ－２－ニトロフェノール、４－アミノ－３－ニトロフェノール
、２－アミノ－４－ニトロフェノールサルフェート、ｍ－アミノフェノールＨＣｌ、ｐ－
アミノフェノールＨＣｌ、ｍ－アミノフェノール、ｏ－アミノフェノール、４，６－ビス
（２－ヒドロキシエトキシ）－ｍ－フェニレンジアミンＨＣｌ、２－クロロ－５－ニトロ
－Ｎ－ヒドロキシエチルｐ－フェニレンジアミン、２－クロロ－ｐ－フェニレンジアミン
、３，４－ジアミノ安息香酸、４，５－ジアミノ－１－（（４－クロロフェニル）メチル
）－１Ｈ－ピラゾール－サルフェート、２，３－ジアミノジヒドロピラゾロピラゾロンジ
メトスルホネート、２，６－ジアミノピリジン、２，６－ジアミノ－３－（（ピリジン－
３－イル）アゾ）ピリジン、ジヒドロキシインドール、ジヒドロキシインドリン、Ｎ，Ｎ
－ジメチル－ｐ－フェニレンジアミン、２，６－ジメチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
，Ｎ－ジメチル－ｐ－フェニレンジアミンサルフェート、直接染料、４－エトキシ－ｍ－
フェニレンジアミンサルフェート、３－エチルアミノ－ｐ－クレゾールサルフェート、Ｎ
－エチル－３－ニトロＰＡＢＡ、グルコンアミドプロピルアミノプロピルジメチコン、ヘ
マトキシロン・ブラジレット（Ｈａｅｍａｔｏｘｙｌｏｎ　ｂｒａｓｉｌｅｔｔｏ）木材
抽出物、ＨＣ染料、ヒドロキシエチル－３，４－メチレンジオキシアニリンＨＣｌ、ヒド
ロキシエチル－２－ニトロ－ｐ－トルイジン、ヒドロキシエチル－ｐ－フェニレンジアミ
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ンサルフェート、２－ヒドロキシエチルピクラミン酸、ヒドロキシピリジノン、ヒドロキ
シスクシンイミジルＣ２１～２２イソアルキルアシデート；イサチン、アイサティス・テ
ィンクトリア（Ｉｓａｔｉｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｉａ）葉粉末、２－メトキシメチル－ｐ－
フェニレンジアミンサルフェート、２－メトキシ－ｐ－フェニレンジアミンサルフェート
、６－メトキシ－２，３－ピリジンジアミンＨＣｌ、４－メチルベンジル４，５－ジアミ
ノピラゾールサルフェート、２，２’－メチレンビス４－アミノフェノール、２，２’－
メチレンビス－４－アミノフェノールＨＣｌ、３，４－メチレンジオキシアニリン、ｐ－
フェニレンジアミンサルフェート、フェニルメチルピラゾロン、Ｎ－フェニル－ｐ－フェ
ニレンジアミンＨＣｌ、ピグメントブルー１５：１、ピグメントバイオレット２３、ピグ
メントイエロー１３、ピロカテコール、ピロガロール、レゾルシノール、ピクラミン酸ナ
トリウム、スルファニル酸ナトリウム、ソルベントイエロー８５、ソルベントイエロー１
７２、テトラアミノピリミジンサルフェート、テトラブロモフェノールブルー、２，５，
６－トリアミノ－４－ピリミジノールサルフェート、１、２、４－トリヒドロキシベンゼ
ン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１１３】
　芳香剤又は香料の例としては、ヘキシルシンナミックアルデヒド、アニスアルデヒド、
メチル－２－ｎ－ヘキシル－３－オキソ－シクロペンタンカルボキシレート、ドデカラク
トンガンマ、メチルフェニルカルビニルアセテート、４－アセチル－６－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－１，１－ジメチルインダン、パチョリ、オリバナム樹脂状物質、ラブダナム、べチベ
ル、コパイババルサム、バルサムモミ、４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－
３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、メチルアントラニレート、ゲラニオー
ル、ゲラニルアセテート、リナロール、シトロネロール、テルピニルアセテート、ベンジ
ルサリチレート、２－メチル－３－（ｐ－イソプロピルフェニル）－プロパナール、フェ
ノキシエチルイソブチレート、セドリルアセタール、オーベピン、ムスク芳香剤、大環状
ケトン、マクロラクトンムスク芳香剤、エチレンブラシレート、並びにこれらの混合物が
挙げられる。更なる香料成分は、例えばＰｅｒｆｕｍｅ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｕｒ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ，１９６９，Ｓ．Ａｒｃｔａｎｄｅｒ，Ｍｏｎｔｃｌａｉｒ，Ｎｅｗ　Ｊ
ｅｒｓｅｙ等の標準的な教本参考文献に詳細に記載されている。
【０１１４】
　酸化防止剤の例は、アセチルシステイン、アルブチン、アスコルビン酸、アスコルビン
酸ポリペプチド、ジパルミチン酸アスコルビル、ペクチニン酸アスコルビルメチルシラノ
ール、パルミチン酸アスコルビル、ステアリン酸アスコルビル、ＢＨＡ、ｐ－ヒドロキシ
アニソール、ＢＨＴ、ｔ－ブチルヒドロキノン、コーヒー酸、チャノキ（Ｃａｍｅｌｌｉ
ａ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）油、アスコルビン酸キトサン、グリコール酸キトサン、サリチル
酸キトサン、クロロゲン酸、システイン、塩酸システイン、クエン酸、デシルメルカプト
メチルイミダゾール、エリソルビン酸、ジアミルヒドロキノン、ジ－ｔ－ブチルヒドロキ
ノン、チオジプロピオン酸ジセチル、ジシクロペンタジエン／ｔ－ブチルクレゾールコポ
リマー、トリオレイン酸ジガロイル、チオジプロピオン酸ジラウリル、チオジプロピオン
酸ジミリスチル、ジオレイルトコフェリルメチルシラノール、イソクエルシトリン、ジオ
スミン、アスコルビル硫酸二ナトリウム、ルチニル二硫酸二ナトリウム、チオジプロピオ
ン酸ジステアリル、チオジプロピオン酸ジトリデシル、没食子酸ドデシル、フェルラ酸エ
チル、フェルラ酸、ヒドロキノン、塩酸ヒドロキシルアミン、硫酸ヒドロキシルアミン、
チオグリコール酸イソオクチル、クエン酸イソプロピル、コウジ酸、マデカシコシド（ｍ
ａｄｅｃａｓｓｉｃｏｓｉｄｅ）、アスコルビン酸マグネシウム、アスコルビルリン酸マ
グネシウム、メラトニン、メトキシ－ＰＥＧ－７コハク酸ルチニル、メチレンジ－ｔ－ブ
チルクレゾール、アスコルビン酸メチルシラノール、ノルジヒドログアイアレチン酸、没
食子酸オクチル、フェニルチオグリコール酸、フロログリシノール、アスコルビルトコフ
ェロールリン酸カリウム、チオジグリコールアミド、亜硫酸カリウム、没食子酸プロピル
、ロスマリン酸、ルチン、アスコルビン酸ナトリウム、アスコルビル／コレステリルリン
酸ナトリウム、重亜硫酸ナトリウム、エリソルビン酸ナトリウム、メタ重亜硫酸ナトリウ
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ム、亜硫酸ナトリウム、チオグリコール酸ナトリウム、ソルビチルフルフラール、ティー
ツリー（Ｍｅｌａｌｅｕｃａ　ａｆｔｅｍｉｆｏｌｉａ）油、ジエチレントリアミン五酢
酸、酢酸トコフェロール、アスコルビン酸テトラヘキシルデシル、テトラヒドロジフェル
ロイルメタン、リノール酸／オレイン酸トコフェロール、チオジグリコール、コハク酸ト
コフェロール、チオジグリコール酸、チオグリコール酸、チオ乳酸、チオサリチル酸、チ
オタウリン、レチノール、トコフェレス－５、トコフェレス－１０、トコフェレス－１２
、トコフェレス－１８、トコフェレス－５０、トコフェロール、トコフェルソラン、リノ
ール酸トコフェロール、ニコチン酸トコフェロール、トコキノン、ｏ－トリルビグアニド
、亜リン酸トリス（ノニルフェニル）、ユビキノン、及びジブチルジチオカルバミン酸亜
鉛、及びこれらの混合物である。
【０１１５】
　汚れ落とし剤の例としては、テレフタレート及びポリエチレンオキサイド若しくはポリ
プロピレンオキサイドなどのコポリマーブロックが挙げられる。
【０１１６】
　酸化剤の例は、過硫酸アンモニウム、過酸化カルシウム、過酸化水素、過酸化マグネシ
ウム、過酸化メラミン、臭素酸カリウム、カロ酸カリウム、塩素酸カリウム、過硫酸カリ
ウム、臭素酸ナトリウム、炭酸ナトリウム過酸化物、塩素酸ナトリウム、ヨウ素酸ナトリ
ウム、過ホウ素酸ナトリウム、過硫酸ナトリウム、二酸化ストロンチウム、過酸化ストロ
ンチウム、過酸化尿素、過酸化亜鉛、及びこれらの混合物である。
【０１１７】
　還元剤の例は、重亜硫酸アンモニウム、亜硫酸アンモニウム、チオグリコール酸アンモ
ニウム、チオ乳酸アンモニウム、システアミン（ｃｙｓｔｅｍａｉｎｅ）ＨＣｌ、システ
イン、システインＨＣｌ、エタノールアミンチオグリコレート、グルタチオン、グリセリ
ルチオグリコレート、グリセリルチオプロピオネート、ヒドロキノン、ｐ－ヒドロキシア
ニソール、イソオクチルチオグリコレート、チオグリコール酸マグネシウム、メルカプト
プロピオン酸、メタ重亜硫酸カリウム、亜硫酸カリウム、チオグリコール酸カリウム、重
亜硫酸ナトリウム、次亜硫酸ナトリウム、ヒドロキシメタンスルホン酸ナトリウム、メタ
重亜硫酸ナトリウム、亜硫酸ナトリウム、チオグリコール酸ナトリウム、チオグリコール
酸ストロンチウム、スーパーオキサイドジスムターゼ、チオグリセリン、チオグリコール
酸、チオ乳酸、チオサリチル酸、亜鉛ホルムアルデヒドスルホキシレート、及びこれらの
混合物である。
【０１１８】
　噴射剤ガスの例としては、二酸化炭素、窒素、亜酸化窒素、揮発性炭化水素（ブタン、
イソブタン、又はプロパン等）、並びにジクロロジフルオロメタン及びジクロロテトラフ
ルオロエタン等の塩素化又はフッ素化炭化水素、又はジメチルエーテル、並びにこれらの
混合物が挙げられる。分散助剤を使用して、すすぎ水中での組成物の分散を容易にするこ
とができる。
【０１１９】
　分散助剤の例としては、モノアルキルカチオン性第四級アンモニウム化合物、モノアル
キルアミンオキサイド及びこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられる。
【０１２０】
　無機塩の例としては、当該技術分野において公知の、布地柔軟剤組成物の添加のための
任意の無機塩が挙げられる。好適な無機塩の非限定的な例としては、ＭｇＩ２、ＭｇＢｒ
２、ＭｇＣｌ２、Ｍｇ（Ｎ０３）２、Ｍｇ３（ＰＯ４）２、Ｍｇ２Ｐ２０７、ＭｇＳ０４
、ケイ酸マグネシウム、ＮａＩ、ＮａＢｒ、ＮａＣｌ、ＮａＦ、Ｎａ３（ＰＯ４）、Ｎａ
Ｓ０３、Ｎａ２Ｓ０４、Ｎａ２Ｓ０３、ＮａＮ０３、ＮａＩ０３、Ｎａ３（ＰＯ４）、Ｎ
ａ４Ｐ２０７、ケイ酸ナトリウム、メタケイ酸ナトリウム、テトラクロロアルミン酸ナト
リウム、トリポリリン酸ナトリウム（ＳＴＰＰ）、Ｎａ２Ｓｉ３０７、ジルコン酸ナトリ
ウム、ＣａＦ２、ＣａＣｌ２、ＣａＢｒ２、ＣａＩ２、ＣａＳ０４、Ｃａ（Ｎ０３）２、
Ｃａ、ＫＩ、ＫＢｒ、ＫＣ１、ＫＦ、ＫＮ０３、ＫＩＯ３、Ｋ２ＳＯ４、Ｋ２ＳＯ３、Ｋ



(24) JP 2019-526001 A 2019.9.12

10

20

30

40

50

３（Ｐ０４）、Ｋ４（Ｐ２０７）、ピロ硫酸カリウム、ピロ亜硫酸カリウム、ＬｉＩ、Ｌ
ｉＢｒ、ＬｉＣｌ、ＬｉＦ、ＬｉＮＯ３、Ａ１Ｆ３、ＡｌＣｌ３、ＡｌＢｒ３、Ａｌｌｓ
、Ａ１２（ＳＯ４）３、Ａ１（ＰＯ４）、Ａ１（ＮＯ３）３、ケイ酸アルミニウム；これ
らの塩の水和物、並びに、これらの塩の混合物又は塩と混合カチオンとの混合物、例えば
、カリ明礬ＡｌＫ（ＳＯ４）２、及び塩と混合アニオンとの混合物、例えば、テトラクロ
ロアルミン酸カリウム及びテトラフルオロアルミン酸ナトリウムが挙げられる。原子番号
が＞１３である周期表のＩＩＩａ族、ＩＶａ族、Ｖａ族、ＶＩａ族、ＶＩＩａ族、ＶＩＩ
Ｉ族、Ｉｂ族及びＩＩｂ族のカチオンを組み込んでいる塩も、希釈の低減に有用である。
原子番号が＞２０であるＩａ又はＩＩａ族のカチオンとの塩、同様にラクチニド（ｌａｃ
ｔｉｎｉｄｅ）及びアクチニド系列のカチオンとの塩、並びにこれらの混合物は、希釈粘
度の低減に有用である。
【０１２１】
　抗菌剤の例としては、クロロヘキサジエングルコネート、アルコール、塩化ベンザルコ
ニウム、塩化ベンゼトニウム、過酸化水素、塩化メチルベンゼトニウム、フェノール、ポ
ロキサマー１８８、ポビドンヨード、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１２２】
　抗真菌剤の例としては、ミコナゾールニトレート、ウンデシレン酸カルシウム、ウンデ
シレン酸、ウンデシレン酸亜鉛、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１２３】
　漂白剤の例としては、塩素、二酸化塩素、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸カルシウ
ム、塩素酸ナトリウムなどの塩素漂白剤；過酸化水素、過炭酸ナトリウム、過ホウ酸ナト
リウムなどの過酸化物漂白剤；亜ジチオン酸ナトリウム、水素化ホウ素ナトリウムなどの
還元漂白剤；オゾン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１２４】
　金属イオン封鎖剤（更にキレート剤）としては、ホスホネート；アミノカルボン酸化合
物（エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）；Ｎ－ヒドロキシエチレンジアミン三酢酸；ニ
トリロトリ酢酸（ＮＴＡ）；及びジエチレントリアミン五酢酸（ＤＥＰＴＡ）など）；有
機アミノホスホン酸化合物（エチレンジアミンテトラキス（メチレンホスホン酸）；１－
ヒドロキシエタン１、１－ジホスホン酸（ＨＥＤＰ）；及びアミノトリ（メチレンホスホ
ン酸）など）；並びにこれらの混合物が挙げられる。
【０１２５】
　酵素の例としては、リパーゼ、セルラーゼ、プロテアーゼ、アミラーゼ、マンナナーゼ
、ペクチン酸リアーゼ、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１２６】
　また、本発明の配合物は、希釈剤も含む。このような希釈剤は、多くの場合、配合物の
粘度を、塗布するのに十分に低下させるために必要である。布地ケア組成物の希釈剤は、
シリコーン系材料の縮合硬化の枠内において、上記のように検討された任意選択の希釈剤
と同一であっても異なっていてもよい。
【０１２７】
　希釈剤の例としては、ケイ素含有希釈剤、例えば、ヘキサメチルジシロキサン、オクタ
メチルトリシロキサン、及びその他の短鎖直鎖状シロキサン、例えば、オクタメチルトリ
シロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、テトラデカ
メチルヘキサシロキサン、ヘキサデアメチルヘプタシロキサン（ｈｅｘａｄｅａｍｅｔｈ
ｙｌｈｅｐｔａｓｉｌｏｘａｎｅ）、ヘプタメチル－３－｛（トリメチルシリル）オキシ
）｝トリシロキサン、環状シロキサン、例えば、ヘキサメチルシクロトリシロキサン、オ
クタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチル
シクロヘキサシロキサン、有機希釈剤、例えば、ブチルアセテート、アルカン、アルコー
ル、ケトン、エステル、エーテル、グリコール、グリコールエーテル、ハイドロフルオロ
カーボン、又は、化粧品組成物の構成成分材料のいずれにも悪影響を及ぼすことなく配合
物の希釈可能な任意の他の材料が挙げられる。炭化水素としては、イソドデカン、イソヘ
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キサデカン、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌ（Ｃ１１～Ｃ１３）、Ｉｓｏｐａｒ　Ｈ（Ｃ１１～Ｃ１２
）、水素添加（ｈｙｄｒｏｇｅｎｔａｔｅｄ）ポリデセンが挙げられる。エーテル及びエ
ステルとしては、イソデシルネオペンタノエート、ネオペンチルグリコールヘプタノエー
ト、グリコールジステアレート、ジカプリリルカーボネート、ジエチルヘキシルカーボネ
ート、プロピレングリコールｎブチルエーテル、エチル－３－エトキシプロピオネート、
プロピレングリコールメチルエーテルアセテート、トリデシルネオペンタノエート、プロ
ピレングリコールメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）、プロピレングリコールメチ
ルエーテル（ＰＧＭＥ）、オクチルドデシルネオペンタノエート、ジイソブチルアジペー
ト、ジイソプロピルアジペート、プロピレングリコールジカプリレート／ジカプレート、
及びオクチルパルミテートが挙げられる。更なる有機希釈剤としては、脂肪、油、脂肪酸
、及び脂肪アルコールが挙げられる。
【０１２８】
　布地ケア組成物に好適な更なる材料は当業者に公知であり、多くのテキストに加え他の
出版物にも記載されている。
【０１２９】
　布地ケア組成物中の材料の総濃度は、布地ケア組成物の総重量に対して、０．１重量％
～５０重量％、あるいは０．１重量％～２０重量％、あるいは０．５重量％～１０重量％
、あるいは０．５重量％～５重量％、あるいは０．５重量％～２重量％で変化し得る。布
地ケア成分は、布地ケア組成物の総重量に対して、０．０１重量％～９９．９９重量％の
濃度で存在する。布地ケア成分は、上に列挙した布地ケア成分の混合物であってもよい。
【０１３０】
　いくつかの例において、材料は、カチオン性コンディショニング剤、ノニオン性コンデ
ィショニング剤、疎水性コンディショニング剤、及びこれらの混合物から選択される布地
ケア成分と共に使用される。
【０１３１】
　布地ケア組成物は、
　ｉ．シリコーン材料と、
　ｉｉ．少なくとも１種の布地ケア成分と、を
　ｉｉｉ．任意選択で、適合する媒体の存在下で、混合する工程
　を含む、プロセスによって調製することができる。
【０１３２】
　布地ケア組成物は、最終布地ケア組成物の適切な相内でシリコーン系材料を混合するこ
とにより調製することができる。
【０１３３】
　シリコーン系材料を純粋な形態で使用する場合、シリコーン系材料を疎水性相に添加し
てよい。いくつかの事象において、疎水性相は単相、すなわち単相系又は無水系であって
よい。いくつかの事象において、第２の親水性相又は水相を疎水性相と混合して、分散体
又はエマルジョンを提供することができる。
【０１３４】
　シリコーン系材料をエマルジョン形態で使用する場合、シリコーン系材料を水相成分と
混合し、任意選択で続いて、任意選択の第２の疎水性相と混合してよい。多相が存在する
場合、異なる相を後で、任意選択で加熱しながら、共に混合してよい。
【０１３５】
　プロセスは、単純なプロペラミキサ、逆回転ミキサ、又はホモジナイジングミキサを用
いて、１５～９０℃、あるいは２０～６０℃、あるいは室温（２５℃）の温度で実施し得
る。特別な装置又は加工条件は、典型的には必要ない。調製される組成物の種類に応じて
調製方法は異なるが、このような方法は当技術分野において公知である。
【０１３６】
　シリコーン系材料を含む布地ケア組成物は、洗濯機での使用、又は手での洗浄のための
使用に適合することができる。本発明の布地ケア組成物は、液体、ペースト、ランドリー
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バー又は顆粒形態であってもよい。布地ケア組成物の他の形態としては、クリーム、ゲル
、フォーム、スプレー又はエアロゾルが挙げられる。布地ケア組成物は、単相系、二相系
、あるいは交互多相系；エマルジョン（例えば、水中油型、油中水型、水中シリコーン型
、シリコーン中水型）；複数のエマルジョン（例えば油中水中油型、水中シリコーン中ポ
リオール型、シリコーン中水中油型）の形態であってもよい。
【０１３７】
　洗濯プロセスは、布地又は織物、特に衣類、家庭用布地から汚れ、しみ及び悪臭を除去
するために必要である。しかし、洗濯プロセスは、布地の傷み、例えば、布地のケバ立ち
、縮み、並びに色の彩度の低下及び／又は色の鮮明度の低下をもたらすことが多い、過酷
な条件を伴う。
【０１３８】
　布地柔軟化組成物を洗濯プロセスで使用して、洗濯した布地中の静電気によるまとわり
付きを防止し、それにより布地をより柔軟にすることができる。カラーケア添加剤は、そ
の色の統一性、例えば、布地の色の彩度及び色合いを保持するためのものである。
【０１３９】
　シリコーン系材料を、液体の注ぐことができる形態で使用してもよく、又は造粒／凝塊
化して、固形布地ケア組成物中で組み合わせてもよい。
【０１４０】
　顆粒形態で得る場合、顆粒の組成物は、ベース顆粒成分、例えば、界面活性剤、ビルダ
ー、水などをスラリーとして組み合わせ、得られたスラリーを、残留水分が低濃度（５～
１２％）になるまで噴霧乾燥することにより、作製することができる。いくつかの例では
、更なる成分、例えば、カラーケア添加剤、芳香剤を、造粒プロセス中に添加してもよい
。
【０１４１】
　布地ケア組成物は、シリコーン系材料を布地ケア組成物の他の液体成分と混合すること
により調製することができる。固形の場合、布地ケア組成物は、造粒した形態のバイモー
ダルの水連続エマルジョン（Ｅ）の、更なる成分との混合により調製してもよく、又は、
シリコーン系材料を含む液体布地ケア組成物の噴霧乾燥／凝塊化により調製してもよい。
【０１４２】
　シリコーン系材料を含む布地ケア組成物の使用から得られる利点としては、以下の利点
のうちの１つ以上、すなわち、布地柔軟化及び／又は感触増進、衣料形状保持及び／又は
回復、及び／又は弾性、アイロン掛けの容易性、カラーケア、磨耗防止、ケバ立ち防止、
シリコーン付着、吸水性、シワの低減及び／又は除去及び／又は防止、布地補強（若しく
はコンディショニング）、又はこれらの任意の組み合わせが挙げられる。染色プロセスで
は、利点としては、色堅牢度、色吸収性、色の長期持続性が挙げられる。
【０１４３】
　また、本発明は、本発明の第１の態様による布地ケア組成物を、それに塗布することに
よって、布地基材及び繊維を処理する方法を含む。
【０１４４】
　布地基材及び繊維を洗浄するプロセスは、
　ｉ．シリコーン系材料を、少なくとも１種の布地ケア成分と、任意選択で、適合する媒
体の存在下で、混合する工程と、
　ｉｉ．混合物を、布地基材及び繊維に塗布する工程と；
　ｉｉｉ．任意選択で混合物を布地基材及び繊維の上で放置する工程と；
　ｉｖ．任意選択で布地基材及び繊維をすすぐ工程と、
　を含む。
【０１４５】
　布地基材及び繊維のコンディショニングを行うプロセスは、
　ｉ．シリコーン系材料を、少なくとも１種の布地ケア成分と、任意選択で、適合する媒
体の存在下で、混合する工程と；
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　ｉｉ．混合物を、布地基材及び繊維に塗布する工程と；
　ｉｉｉ．任意選択で混合物を布地基材及び繊維の上で放置する工程と；
　ｉｖ．任意選択で布地基材及び繊維をすすぐ工程と、
　を含む。
【０１４６】
　布地基材及び繊維をケアするプロセス又はコンディショニングを行うプロセスの、任意
選択の放置時間は、１０秒～２４時間、あるいは１０分～１２時間、あるいは１０分～３
時間、あるいは１０分～１時間の範囲であってよい。
【０１４７】
　一実施形態では、本発明は、布地基材をケアするための、すなわち、布地の洗浄、コン
ディショニング、リフレッシュのための、本発明の布地ケア組成物の使用を提供する。
【実施例】
【０１４８】
　以下の実施例は、本発明の好ましい実施形態を例証するために含まれる。特に指示がな
い限り、全ての配合は質量部であり、それ故合計は必ずしも１００ではない。
【０１４９】
　縮合硬化化学反応により硬化したシリコーン系ゲル（Ｇ）の例＝実施例の材料
　別段に記述がない限り、全ての実験は周囲条件、すなわち２３℃±１℃、及び約３０％
の相対湿度にて行った。縮合硬化組成物に関係する全ての数字は質量部である。
【０１５０】
　通常、縮合硬化化学反応により硬化した縮合硬化シリコーン系材料（８０～９０ｇ）を
、以下の手順を使用して調製する：高速ミキサＤＡＣ１５０．１ＦＶ（Ｈａｕｓｃｈｉｅ
ｌｄ，Ｇｅｒｍａｎｙから入手可能）を３０００ＲＰＭで３０秒間使用して、直鎖ＯＨ末
端ポリジメチルシロキサンを架橋剤（ｘリンカー）と、そして任意選択の希釈剤と混合し
た。次に触媒、通常はテトラブチルチタネート（ＴＮＢＴ）を添加し、混合物を、同じ装
置を用いて最高速度で９０秒間、再び混合した。このようにして得た材料を蓋なし容器に
、周囲条件にて１～３週間放置して、完全に硬化させた。別段に記述がない限り、全ての
組成物は結晶の透明なポリマー又はゲルであった。
【０１５１】
　Ｔｅｘｔｕｒｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓから入手可能であり、丸形末端プラスチッ
クプローブを装着したＴＡ．ＸＴ　Ｐｌｕｓ　Ｔｅｘｔｕｒｅ　Ａｎａｌｙｓｅｒを使用
して、硬化を特徴付けた。後者を所与の速度にて硬化材料の表面に接近させ、特定の侵入
度の深さに到達させた。最大侵入度（この場合５ｍｍ）にて、最大の正の力（以下Ｆ（＋
）と略す）を記録する。Ｆ（＋）が強いほど、材料の硬度がより高い。次にプローブを、
材料から完全に取り外されるまで収縮させた。収縮中に最大の接着力を測定する。以下、
接着力をＦ（－）と略す。硬化の開始時にＦ（＋）は増加し始め、完全に硬化した際にプ
ラトーに達する。Ｆ（＋）の時間変動が１５％未満である場合に、硬化が完了したとみな
す。Ｆ（＋）が低いほど、材料は流動性となる。Ｆ（－）曲線を積分することにより、接
着エネルギーが分かる。この値は、機器のソフトウェアにより標準的に計算される。絶対
値が大きいほど、接着力は強くなる。特に興味深いものは、１０ｇ未満のＦ（＋）、－１
０ｇより強いＦ（－）、及び－２００～－８０の領域の接着エネルギーの組み合わせを示
す材料である。これら材料は、高い曳糸性、及び高いフィラメント形成能を特徴とし、上
記フィラメントはプローブからきれいに剥がされる。
【０１５２】
　本発明の目的に関し、「流動性のある」とは、以下のとおりに定義される：縮合硬化シ
リコーン系材料を浅いアルミニウム皿（直径約５ｃｍ、深さ１ｃｍ）で調製される。完全
に硬化すると、皿を、実験室の天秤の上約１５ｃｍの通常の方向に対して、９０℃の角度
で傾斜を維持し、材料を流す。１ｇの硬化材料を注ぐ（天秤により測定）時間（ｔ（ｆｌ
ｏｗ））を測定した。ｔ（ｆｌｏｗ）が３分未満である場合、材料は流動性とみなす。明
らかに更に流動性である材料は、低いｔ（ｆｌｏｗ）を特徴とする。流動性の低い材料は
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て、本発明の範囲で有用であるとみなされる。
【０１５３】
　以下の略語は、下表中で用いられる。
　　１型ポリマー：２３℃にて２，０００ｍＰａ．ｓの粘度（２０ｒｐｍにてコーンプレ
ートＣＰ－５２を用いて、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄコーンプレート粘度計ＲＶ　ＤＩＩＩを
使用して測定した粘度）、２２，０００のＭｎ、ＳｉＯＨ含量＝２＊１００＊１０００／
２２０００＝９．０９ｍｍｏｌ／１００ｇの、α，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキ
サン
　　５型ポリマー：２３℃にて１３，５００ｍＰａ．ｓの粘度（５ｒｐｍにてコーンプレ
ートＣＰ－５２を用いて、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄコーンプレート粘度計ＲＶ　ＤＩＩＩを
使用して測定した粘度）、４３，０００のＭｎ、ＳｉＯＨ含量＝２＊１００＊１０００／
４３０００＝４．６５ｍｍｏｌ／１００ｇの、α，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキ
サン
　　Ｐ型ポリマー：２３℃にて５０，０００ｍＰａ．ｓの粘度（０．５５ｒｐｍにてコー
ンプレートＣＰ－５２を用いて、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄコーンプレート粘度計ＲＶ　ＤＩ
ＩＩを使用して測定した粘度）、６３，０００のＭｎ、ＳｉＯＨ含量＝２＊１００＊１０
００／６３０００＝３．１７ｍｍｏｌ／１００ｇの、α，ω－ジヒドロキシポリジメチル
シロキサン
　　ＴＥＯＳ：テトラエトキシシラン
　　Ｘ－リンカーＥ：２３℃にて５０，０００ｍＰａ．ｓの粘度（３ｒｐｍにてコーンプ
レートＣＰ－５２を用いて、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄコーンプレート粘度計ＲＶ　ＤＩＩＩ
を使用して測定した粘度）、６６，０００のＭｎの、Ｗ－Ｂ－Ｗ型ポリマー［式中、Ｗは
、（ＥｔＯ）３－Ｓｉ－Ｄ－であり、Ｂは、［ＳｉＯ２（ＣＨ３）２］８００－９００で
あり、Ｄは、Ｃ２Ｈ４である。］
　　ＴＮＢＴ＝テトラｎ－ブチルチタネート、Ｄｏｒｆ　ＫｅｔａｌからＴｙｚｏｒ（登
録商標）ＴＮＢＴとして市販
【０１５４】
　希釈剤（使用する場合）を、以下のとおりに略した：
　　２００流体５ｃＳｔ：Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００流体５ｃＳｔ（約
５ｍＰａ．ｓ））の商品名にてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから市販されている、２３℃にて
５ｃＳｔの粘度を有する、トリメチル末端保護ポリジメチルシロキサン
　　２００流体１００ｃＳｔ：Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００流体１００ｃ
Ｓｔ（約１００ｍＰａ．ｓ））の商品名にてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから市販されている
、２３℃にて１００ｃＳｔの粘度を有する、トリメチル末端保護ポリジメチルシロキサン
　　２００流体２ｃＳｔ：Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００流体２ｃＳｔの商
品名にてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから市販されている、２３℃にて２ｃＳｔの粘度を有す
る、トリメチル末端保護ポリジメチルシロキサン。本材料は揮発性であり、希釈剤として
使用する場合、本発明者らは材料に、毎日蒸発した量の希釈剤を補充した。
　　Ｌｙｔｏｌ：ＳｏｎｎｅｂｏｒｎからＬｙｔｏｌ（商標）として市販されている軽質
鉱油。
【０１５５】
　実施例材料１～４を表１に開示する。
【０１５６】
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【表１】

【０１５７】
　実施例材料５～８を表２に開示する。
【０１５８】

【表２】

【０１５９】
　実施例材料９～１４を表３に開示する。
【０１６０】
【表３】

【０１６１】
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　実施例材料１５～１７を表４に開示する。
【０１６２】
【表４】

【０１６３】
　実施例材料１８～２３を表５に開示する。
【０１６４】
【表５】

【０１６５】
　実施例材料２４～２６を表６に開示する。
【０１６６】

【表６】
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【０１６７】
　実施例材料２７～２９を表７に開示する。
【０１６８】
【表７】

【０１６９】
　実施例材料３０～３５を表８に開示する。
【０１７０】
【表８】

【０１７１】
　実施例材料３６～３８を表９に開示する。
【０１７２】
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【表９】

【０１７３】
　実施例材料３９～４４を表１０に開示する。
【０１７４】

【表１０】

【０１７５】
　選択した実施例材料の材料特性の進展を、表１１に示す。
【０１７６】

【表１１】

【０１７７】
　実施例材料４５及び比較例材料１
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【０１７８】
　エマルジョンを以下のとおりに調製した。１型ポリマー（３０ｇ）を、Ｃ１１～１５パ
レス－４０（１．５ｇ（水中７０％の活性））、Ｃ１１～１５パレス－５（０．７５ｇ（
１００％の活性））及び水（３ｇ）と組み合わせ、歯科用ミキサーを用い３５４０ｒｐｍ
にて３０秒（各回）、２回混合し、確かなエマルジョンを形成し、水（１２．５ｇ）で更
に希釈し、６０％の活性の１型ポリマーを含有する最終エマルジョンを形成した。
【０１７９】
　次に、最終エマルジョンを２部に分割し、以下のとおりに実施例材料４５及び比較例材
料１のエマルジョンを得た。比較例材料１はエマルジョン中にあり、いずれの触媒も存在
することなく乾燥させ、他方、実施例材料４５のエマルジョンについては、２％の量のト
リエタノールアミンチタン錯体（アルコール中８０％の活性成分）を、最終エマルジョン
の選択された部に添加し、更に室温で２日間乾燥させた。
【０１８０】
　乾燥後、比較例材料１に皮膜は見られず、これは、ポリマーが形成されなかったこと、
及び反応が起きなかったことを示す。他方、実施例材料４５については、厚い皮膜が形成
され、エマルジョンの液滴中で反応が起きたことを示した。
【０１８１】
　布地ケア組成物の実施例
　柔軟性試験
　下記の方法に従って作製したテリー織りタオルの柔軟性に対する、シリコーン系材料の
影響を評価した。
【０１８２】
　テリー織りタオル（４リットル、パネル試験に更に使用）＋５枚の枕カバー（袋を再利
用して）からなる荷重の布地（１ｋｇ）を、柔軟化組成物で洗浄処理し、終夜吊るして乾
燥させた後、パネル試験に用いた。
【０１８３】
　試験条件：
　　洗濯機：Ｍｉｅｌｅ　Ｗ３７７
　　水の硬度：０ｄＨ
　　水量：固定せず
　　洗剤粉末：振り掛ける粉末（１０ｇ）－洗濯機のドラム内に添加
　　布地柔軟剤：実験室で作製したエステル第四級アンモニウム塩の分散体（水中１６％
）、これに磁気攪拌機を用いて、表１に示す活性の濃度の量のシリコーン系材料又は比較
の系のエマルジョンを、５分で添加し、２４時間後に試験する。
　　次に、作製した布地柔軟化組成物（６ｇ）を、洗濯機内の柔軟剤室に入れ、組成物を
最後のすすぎで自動的に分与する。
　　パネル試験：異なる柔軟化組成物で処理した２枚のテリー織りタオルを提示した際、
どのテリー織りタオルが最も柔軟であるかを示すよう、１６名の評価者に尋ねる。
【０１８４】
【表１２】

【０１８５】
　第２の試験（本明細書で上記の第１の試験と同等の条件）を、実施例材料４２のエマル
ジョンの評価のため実施した。エマルジョンを以下のとおりに調製した。実施例材料４２
（３０ｇ）を、Ｃ１１～１５パレス－４０（１．５ｇ（水中７０％の活性））及びＣ１１
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～１５パレス－５（０．７５ｇ（１００％の活性））と組み合わせ、歯科用ミキサーを用
い３５４０ｒｐｍにて３０秒（各回）、２回混合し、確かなエマルジョンを形成し、水（
１２．５ｇ）で更に希釈し、５０％の活性の実施例材料４２を含有する最終エマルジョン
を形成した。
【０１８６】
　実施例材料４２のエマルジョンを含有する布地柔軟剤は、対照の布地柔軟剤より良好な
柔軟性を示すことが分かる。
【０１８７】
　洗剤組成物
　実施例材料を、表２に従って洗剤組成物に含めた。
【０１８８】
【表１３】
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